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宋
書
南
斉
書
・
名
代
・
猪
膏
か
ら
見
た
氏
姓
成
立
と
盟
神
探
湯
前
之
園
　
亮
一
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は
じ
め
に
　
允
恭
天
皇
は
、
氏
姓
の
虚
偽
・
混
乱
が
は
な
は
だ
し
い
の
で
、
こ
れ
を
正
す
た
め
に
盟
神
探
湯
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
効
果
が
あ
が
っ
て
氏
姓
を
偽
る
者
は
あ
と
を
絶
ち
、
氏
姓
の
混
乱
も
収
ま
っ
て
氏
姓
は
正
し
く
定
ま
っ
た
、
と
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
盟
神
探
湯
伝
承
の
史
実
性
に
つ
い
て
戦
後
の
見
解
は
、
懐
疑
的
・
否
定
的
に
見
る
見
解
と
、
肯
定
的
に
受
け
と
め
る
見
解
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
前
者
の
見
解
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
熟
考
も
し
な
い
ま
ま
盟
神
探
湯
伝
承
は
史
実
と
無
関
係
な
虚
構
で
あ
る
と
し
て
一
蹴
し
て
し
ま
う
こ
と
は
早
計
で
あ
る
、
と
私
は
思
う
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
允
恭
朝
の
こ
ろ
に
氏
姓
の
創
出
が
始
ま
り
盟
神
探
湯
伝
承
が
史
実
に
裏
づ
け
ら
れ
た
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
説
得
力
に
富
む
本
格
的
な
研
究
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
管
見
の
限
り
で
は
昭
和
五
十
七
年
に
発
表
さ
れ
た
前
川
明
久
氏
の
論
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
文
「
盟
神
探
湯
と
ト
モ
」
と
、
平
成
八
年
に
発
表
さ
れ
た
黛
弘
道
氏
の
論
文
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞
「
允
恭
天
皇
の
盟
神
探
湯
」
で
あ
る
。
　
前
川
氏
は
、
盟
神
探
湯
の
対
象
と
な
っ
た
氏
姓
が
「
八
十
友
緒
の
氏
姓
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。
ト
モ
は
允
恭
朝
に
物
部
氏
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
た
固
有
系
ト
モ
、
雄
略
朝
に
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
渡
来
人
系
ト
モ
と
い
う
二
段
階
の
過
程
を
へ
て
大
和
政
権
の
組
織
に
編
成
さ
れ
た
。
盟
神
探
湯
の
狙
い
は
ト
モ
の
範
囲
を
確
定
し
、
ト
モ
の
長
を
認
定
し
て
大
和
政
権
の
組
織
に
組
み
込
む
こ
と
に
あ
り
、
允
恭
朝
は
固
有
系
ト
モ
の
組
織
化
の
始
ま
っ
た
時
期
に
あ
た
る
の
で
八
十
友
緒
の
氏
姓
を
定
め
た
盟
神
探
湯
が
こ
の
御
代
の
事
績
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
盟
神
探
湯
と
呼
ば
れ
る
神
判
は
、
氏
姓
を
定
め
て
カ
バ
ネ
的
身
分
秩
序
に
組
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
物
部
氏
や
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
実
際
に
執
行
さ
れ
た
。
固
有
系
ト
モ
の
長
の
称
号
は
首
、
渡
来
人
系
ト
モ
の
長
の
称
号
は
村
主
で
あ
っ
た
が
、
六
世
紀
以
降
に
称
号
か
ら
カ
バ
ネ
の
首
・
村
主
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
次
に
黛
氏
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
「
祖
」
字
を
含
む
人
名
表
記
を
て
が
か
り
に
し
て
氏
姓
成
立
の
時
期
を
考
察
さ
れ
、
盟
神
探
湯
の
史
実
性
を
論
じ
ら
れ
た
。
諸
氏
の
人
名
表
記
の
推
移
を
調
査
す
る
と
、
た
と
え
ば
和
珂
氏
の
場
合
は
次
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
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熊
春
日
和
珂
臣
深
目
和
珂
臣
日
爪
（
日
燭
）
　
仁
徳
六
十
五
年
ま
で
の
表
記
は
「
始
祖
」
「
遠
祖
」
「
祖
」
字
が
つ
く
が
、
雄
略
元
年
以
後
は
そ
れ
が
消
え
て
「
氏
＋
姓
＋
名
」
と
い
う
通
常
の
人
名
表
記
に
変
わ
る
。
す
で
に
仁
徳
朝
ま
で
に
和
珂
臣
氏
が
成
立
し
て
い
た
の
な
ら
和
珂
臣
祖
と
表
記
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
だ
和
珂
臣
が
未
成
立
だ
か
ら
こ
そ
祖
字
を
付
け
て
表
記
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
和
珀
臣
は
仁
徳
六
十
五
年
よ
り
の
ち
雄
略
元
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
盟
神
探
湯
を
行
な
っ
た
允
恭
朝
は
そ
の
間
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
名
表
記
の
変
遷
を
膳
・
的
・
吉
備
・
上
毛
野
・
大
伴
・
物
部
・
土
師
・
倭
氏
に
つ
い
て
逐
一
検
討
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
始
祖
・
遠
祖
・
祖
字
の
付
く
人
名
は
允
恭
よ
り
古
い
時
代
に
集
中
し
、
「
氏
＋
姓
＋
名
」
と
い
う
氏
姓
制
的
な
人
名
表
記
は
允
恭
以
後
に
現
れ
る
こ
と
を
鮮
や
か
な
手
並
で
論
証
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
允
恭
朝
は
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
氏
姓
（
の
混
乱
）
を
正
し
た
、
氏
姓
制
史
上
の
中
間
・
画
期
で
は
な
く
、
む
し
ろ
氏
姓
制
の
創
出
・
確
立
期
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
さ
れ
た
。
黛
氏
は
ま
た
、
平
成
九
年
発
表
の
「
允
恭
朝
に
関
す
る
（
3
）
考
察
L
に
お
い
て
も
自
説
を
要
約
・
補
強
さ
れ
て
い
る
。
　
鋭
利
な
黛
説
の
登
場
に
よ
っ
て
、
允
恭
朝
は
氏
姓
の
創
出
の
始
ま
っ
た
画
期
的
な
時
代
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
り
、
盟
神
探
湯
の
史
実
性
は
一
段
と
高
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
私
も
前
川
氏
・
黛
氏
の
騨
尾
に
附
し
て
、
五
世
紀
中
葉
の
允
恭
朝
に
氏
姓
が
成
立
し
始
め
て
い
た
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
論
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
盟
神
探
湯
伝
承
の
史
実
性
を
否
定
・
疑
問
視
す
る
諸
説
を
紹
介
し
な
い
の
は
片
手
落
ち
に
な
る
が
、
甚
だ
失
礼
な
が
ら
紙
数
の
制
約
に
よ
り
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
盟
神
探
湯
の
史
実
性
を
認
め
る
に
し
ろ
認
め
な
い
に
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
は
も
っ
ぱ
ら
国
内
や
朝
鮮
の
史
料
に
依
拠
し
て
氏
姓
の
起
源
・
成
立
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
利
用
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
中
国
史
料
も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
冒
険
は
承
知
の
う
え
で
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
の
百
済
国
伝
を
利
用
し
て
氏
姓
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
す
る
方
法
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
一
　
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
か
ら
み
た
ウ
ヂ
の
名
の
成
立
　
盟
神
探
湯
を
行
な
っ
て
氏
姓
の
混
乱
を
正
し
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
允
恭
朝
以
前
に
ウ
ヂ
の
名
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
徴
証
が
、
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
の
な
か
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
宋
書
』
倭
国
伝
を
見
る
と
、
永
初
二
年
（
四
二
一
）
に
倭
姓
の
倭
讃
が
遣
使
し
て
い
る
。
　
　
高
祖
永
初
二
年
詔
日
、
倭
讃
万
里
修
貢
。
遠
誠
宜
甑
可
賜
除
授
。
そ
の
後
、
同
じ
倭
姓
の
倭
階
が
平
西
将
軍
に
除
さ
れ
た
こ
と
が
　
　
珍
又
求
除
正
倭
階
等
十
三
人
平
西
征
虜
冠
軍
輔
国
将
軍
号
。
詔
並
聴
。
と
み
え
、
こ
れ
は
文
帝
紀
に
よ
る
と
、
元
嘉
十
五
年
（
四
三
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
文
帝
紀
元
嘉
二
十
八
年
（
四
五
一
）
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
倭
姓
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯25
の
倭
済
が
進
号
さ
れ
て
い
る
。
　
　
安
東
将
軍
倭
王
倭
済
進
号
安
東
大
将
軍
。
　
こ
の
倭
讃
・
倭
階
・
倭
済
の
倭
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
倭
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
と
そ
の
一
族
の
姓
と
見
て
よ
い
。
『
晴
書
』
倭
国
伝
で
は
、
倭
王
は
漢
字
二
字
の
「
阿
毎
」
と
い
う
和
風
の
姓
を
称
し
て
い
る
が
、
五
世
紀
の
倭
王
と
そ
の
一
族
は
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
の
倭
と
い
う
姓
を
名
の
っ
て
い
た
。
こ
の
倭
姓
は
、
「
わ
」
と
音
読
み
し
た
に
違
い
な
い
。
倭
王
と
そ
の
一
族
が
倭
を
姓
と
し
た
の
は
、
百
済
王
が
出
身
種
族
名
に
も
と
つ
い
て
扶
余
と
か
余
を
姓
と
し
た
の
と
同
じ
く
、
倭
人
・
倭
種
あ
る
い
は
倭
国
の
倭
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
倭
王
と
そ
の
一
族
が
倭
姓
を
称
し
た
の
は
、
彼
等
が
倭
人
・
倭
種
・
倭
国
の
な
か
で
最
高
の
一
族
で
あ
り
、
倭
人
・
倭
種
・
倭
国
全
体
の
支
配
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
閲
明
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
倭
王
の
一
族
以
外
の
も
の
に
倭
姓
を
名
の
ら
せ
な
い
た
め
で
も
あ
っ
と
思
わ
れ
る
。
倭
王
の
一
族
以
外
の
者
が
対
外
的
に
倭
姓
を
称
す
る
と
、
そ
の
者
と
そ
の
一
族
が
倭
人
・
倭
種
・
倭
国
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
倭
姓
は
、
自
然
発
生
的
な
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
な
規
制
や
制
限
を
と
も
な
う
特
別
な
姓
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
倭
讃
が
遣
使
し
た
四
二
一
年
の
時
点
で
、
倭
姓
は
倭
王
と
そ
の
一
族
だ
け
し
か
名
の
れ
な
い
、
と
い
う
規
制
・
制
約
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
対
外
的
な
場
合
で
あ
り
、
対
内
的
に
は
倭
王
と
そ
の
一
族
は
姓
を
称
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
五
世
紀
前
半
ご
ろ
に
対
外
的
に
倭
を
姓
と
し
て
名
の
れ
る
人
間
集
団
の
範
囲
、
す
な
わ
ち
倭
王
と
そ
の
一
族
（
こ
れ
を
大
王
氏
族
と
仮
称
す
る
）
の
範
囲
は
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
王
氏
族
と
い
う
限
定
さ
れ
た
集
団
が
成
立
し
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
人
間
集
団
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
大
王
氏
族
の
ほ
か
に
は
氏
族
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
氏
族
の
名
称
も
未
成
立
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
よ
る
と
、
元
嘉
十
五
年
（
四
三
八
）
、
倭
王
珍
は
倭
階
ら
十
三
人
に
平
西
・
征
虜
・
冠
軍
・
輔
国
の
将
軍
号
を
仮
授
し
、
そ
れ
を
真
授
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
の
で
、
文
帝
は
こ
れ
を
す
べ
て
許
し
た
、
と
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
同
二
十
八
年
（
四
五
一
）
、
倭
王
済
は
配
下
の
二
十
三
人
に
「
軍
郡
」
を
仮
授
し
て
、
そ
の
真
授
を
請
願
し
た
と
こ
ろ
、
ノ
す
べ
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。
　
　
井
除
所
上
二
十
三
人
軍
郡
。
　
「
軍
郡
」
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
将
軍
号
と
郡
太
守
号
の
　
　
　
（
5
）
こ
と
で
あ
る
。
宋
か
ら
称
号
を
授
与
さ
れ
た
十
三
人
と
二
十
三
人
の
う
ち
、
姓
が
明
ら
か
な
の
は
平
西
将
軍
を
授
け
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
倭
階
の
み
で
あ
る
が
、
あ
と
の
三
十
五
人
は
姓
を
有
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
同
じ
く
中
国
王
朝
か
ら
称
号
を
与
え
ら
れ
た
百
済
の
臣
僚
達
で
あ
る
。
『
宋
書
』
百
済
国
伝
に
よ
る
と
、
大
明
二
年
（
四
五
八
）
、
百
済
王
の
余
慶
（
蓋
歯
王
）
は
、
余
紀
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
・
臣
下
の
文
武
の
高
官
十
一
人
は
忠
実
に
勤
め
て
い
る
の
で
、
顕
進
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
称
し
て
、
彼
ら
に
将
軍
号
を
仮
授
し
、
そ
の
除
正
を
申
請
し
た
の
で
、
孝
武
帝
は
そ
れ
を
す
べ
て
許
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
臣
国
累
葉
、
偏
受
殊
恩
、
文
武
良
輔
、
世
蒙
朝
爵
。
行
冠
軍
将
軍
右
賢
王
　
　
余
紀
等
十
一
人
、
忠
勤
宜
在
顕
進
。
伏
願
垂
慰
、
並
聴
賜
除
。
傍
以
行
冠
　
　
軍
将
軍
右
賢
王
余
紀
為
冠
軍
将
軍
。
以
行
征
虜
将
軍
左
賢
王
余
昆
・
行
征
　
　
虜
将
軍
余
量
並
為
征
虜
将
軍
。
以
行
輔
国
将
軍
余
都
・
余
又
並
為
輔
国
将
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軍
。
以
行
龍
駿
将
軍
沐
衿
・
余
爵
並
為
龍
駿
将
軍
。
以
行
寧
朔
将
軍
余
　
　
流
・
魔
貴
並
為
寧
朔
将
軍
。
以
行
建
武
将
軍
干
西
・
余
婁
並
為
建
武
将
軍
。
　
こ
こ
に
は
、
除
授
に
あ
ず
か
っ
た
十
一
人
の
姓
名
（
傍
点
）
が
の
こ
ら
ず
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
除
授
に
あ
ず
か
る
べ
き
理
由
「
忠
勤
宜
在
顕
進
」
（
傍
線
）
も
記
さ
れ
て
い
る
。
十
一
人
の
う
ち
余
姓
の
王
族
が
八
人
を
占
め
、
の
こ
り
は
沐
姓
、
廉
姓
、
干
姓
が
各
一
人
で
、
す
べ
て
一
字
で
も
っ
て
姓
を
記
し
て
い
る
。
沐
衿
は
『
階
書
』
百
済
伝
な
ど
に
み
え
る
「
大
姓
八
族
」
の
な
か
の
木
氏
と
同
じ
で
、
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
蓋
歯
王
二
十
｝
年
条
の
木
湯
満
致
の
複
姓
木
湯
を
中
国
風
に
一
字
で
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
百
済
人
で
あ
ろ
う
。
魔
貴
は
、
廉
と
い
う
姓
が
中
国
に
な
い
の
で
百
済
人
の
可
能
性
が
あ
る
。
干
姓
は
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
に
故
国
川
王
妃
の
父
の
干
素
と
い
う
人
名
が
見
え
、
高
句
麗
と
百
済
は
と
も
に
夫
余
族
出
身
の
同
根
と
伝
え
る
の
で
、
干
西
も
百
済
人
と
思
わ
れ
る
。
　
つ
ぎ
に
『
南
斉
書
』
百
済
国
伝
を
み
る
と
、
永
明
八
年
（
四
九
〇
）
に
百
済
王
牟
大
（
東
城
王
）
は
、
多
数
の
王
族
や
臣
下
に
爵
号
を
仮
授
し
て
、
そ
の
除
正
を
要
請
し
て
い
る
。
　
　
（
上
閾
〉
報
功
労
勤
、
実
存
名
烈
。
仮
行
寧
朔
将
軍
臣
姐
礎
等
四
人
、
楓
喝
忠
効
、
穰
除
国
難
、
志
勇
果
敢
、
等
威
名
将
、
可
謂
拝
城
固
蕃
社
稜
、
論
功
料
勤
、
宜
存
蛾
顕
。
今
依
例
仮
行
職
。
伏
願
愚
悪
、
聴
除
所
仮
。
寧
朔
将
軍
面
中
王
姐
理
、
歴
賛
時
務
、
武
功
拉
列
、
今
仮
行
冠
軍
将
軍
都
将
軍
都
漢
王
。
建
威
将
軍
八
中
侯
余
古
、
弱
冠
補
佐
、
忠
効
夙
著
、
今
仮
行
．
寧
朔
将
軍
阿
錯
王
。
建
威
将
軍
余
歴
、
忠
款
有
素
、
文
武
烈
顕
、
今
仮
行
龍
駿
将
軍
遭
盧
王
。
広
武
将
軍
余
固
、
忠
効
時
務
、
光
宣
国
政
、
今
仮
行
建
威
将
軍
弗
斯
侯
。
　
上
の
四
人
に
つ
い
て
も
除
正
申
請
の
理
由
が
一
人
一
人
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
余
姓
の
余
古
・
余
歴
・
余
固
の
三
人
は
王
族
ら
し
い
が
、
姐
理
も
百
済
人
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
継
体
天
皇
七
年
六
月
条
に
み
え
る
百
済
の
使
者
の
姐
彌
文
貴
将
軍
の
姐
彌
は
複
姓
で
あ
る
が
、
こ
の
姐
彌
を
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
で
表
記
し
た
の
が
、
姐
理
の
姐
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
牟
大
の
上
表
文
で
は
百
済
人
と
中
国
人
と
を
分
別
し
て
除
正
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
右
は
百
済
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
次
の
グ
ル
：
プ
は
中
国
人
（
百
済
系
中
国
人
）
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
　
百
済
王
の
牟
大
は
さ
ら
に
上
表
し
て
、
左
記
の
三
人
の
除
正
を
請
願
し
た
。
　
　
臣
所
遣
行
建
威
将
軍
広
陽
太
守
兼
長
史
臣
高
達
、
行
建
威
将
軍
朝
鮮
太
守
　
　
兼
司
馬
臣
楊
茂
、
行
宣
威
将
軍
兼
参
軍
臣
会
逡
等
三
人
、
志
行
清
亮
、
忠
　
　
款
夙
著
。
牲
太
始
中
、
比
使
宋
朝
、
今
任
臣
使
、
冒
渉
波
険
。
尋
其
至
効
、
　
　
宜
在
進
爵
。
謹
依
先
例
、
各
仮
行
職
。
且
玄
沢
霊
休
、
万
里
所
企
。
況
親
　
　
趾
天
庭
、
乃
不
蒙
頼
。
伏
願
天
監
、
特
慰
除
正
。
達
、
辺
効
夙
著
、
勤
労
　
　
公
務
、
今
仮
行
龍
駿
将
軍
帯
方
太
守
。
茂
、
志
行
清
壱
、
公
務
不
廃
、
今
　
　
仮
行
建
威
将
軍
広
陵
太
守
。
遭
、
執
志
周
密
、
屡
致
勤
効
、
今
仮
行
広
武
　
　
将
軍
清
河
太
守
。
　
高
達
、
楊
茂
、
会
遭
の
三
人
は
、
高
、
楊
、
会
と
い
う
中
国
人
ら
し
い
姓
を
有
し
、
長
史
、
司
馬
、
参
軍
と
い
う
府
官
の
官
職
を
帯
び
、
し
か
も
斉
へ
の
使
節
と
な
っ
て
い
る
の
で
中
国
人
の
可
能
性
が
高
い
。
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
お
い
て
も
、
倭
王
讃
の
司
馬
は
曹
達
と
い
う
姓
名
を
名
の
る
中
国
人
で
あ
り
、
や
は
り
宋
へ
の
使
者
と
な
っ
て
い
る
。
高
達
・
楊
茂
・
会
遭
の
三
人
に
つ
い
て
も
官
爵
申
請
の
理
由
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
右
に
記
し
た
牟
大
の
要
請
に
対
し
て
、
斉
の
武
帝
は
要
請
を
許
可
し
て
将
軍
号
・
郡
大
守
号
を
真
授
し
た
。
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続
い
て
同
じ
『
南
斉
書
』
百
済
国
伝
に
よ
る
と
、
庚
午
年
（
四
九
〇
年
）
、
北
魏
（
猿
貌
、
旬
梨
）
が
数
十
万
騎
を
発
し
て
百
済
を
攻
め
、
そ
の
国
境
に
侵
入
し
た
の
で
、
百
済
王
の
牟
大
は
、
沙
法
名
・
賛
首
流
・
解
礼
昆
・
木
干
那
の
四
将
に
衆
を
率
い
て
北
魏
軍
を
襲
撃
さ
せ
、
大
勝
し
た
。
そ
こ
で
牟
大
は
、
こ
の
四
人
に
将
軍
号
と
王
・
侯
号
を
仮
授
し
、
建
武
二
年
（
四
九
五
）
に
明
帝
の
も
と
へ
遣
使
上
表
し
て
、
そ
の
真
授
を
申
請
し
た
。
　
　
去
庚
午
年
、
猿
貌
弗
俊
、
挙
兵
深
逼
。
臣
遣
沙
法
名
等
、
領
軍
逆
討
、
宵
襲
建
撃
、
旬
型
張
憧
、
崩
若
海
蕩
。
乗
奔
追
斬
、
橿
　
丹
野
。
由
是
捲
其
　
　
鋭
気
、
鯨
暴
鯛
凶
。
今
邦
宇
秘
咀
静
、
実
名
等
之
略
。
尋
其
功
勲
、
宜
在
褒
　
　
顕
。
今
仮
沙
法
名
行
征
虜
将
軍
遭
羅
王
。
賛
首
流
為
行
安
国
（
輔
国
の
誤
　
　
り
か
）
将
軍
辟
中
王
。
解
礼
昆
為
行
武
威
将
軍
弗
中
侯
。
木
干
那
前
有
軍
　
　
功
、
又
抜
台
肪
。
為
行
広
威
将
軍
面
中
侯
。
伏
願
天
恩
、
特
窓
聴
除
。
　
北
魏
軍
を
撃
破
し
た
沙
法
名
、
賛
首
流
、
解
礼
昆
、
木
干
那
は
、
い
ず
れ
も
百
済
人
で
あ
ろ
う
。
沙
、
解
、
木
は
、
百
済
の
「
大
姓
八
族
」
の
沙
氏
、
解
氏
、
木
氏
に
あ
た
り
、
賛
は
、
天
智
天
皇
十
年
正
月
条
に
み
え
る
百
済
人
の
賛
波
羅
の
賛
に
同
じ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
四
人
が
北
魏
軍
を
撃
破
す
る
大
功
を
た
て
た
と
い
う
除
正
の
請
求
理
由
も
、
や
は
り
詳
し
く
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
牟
大
は
上
表
し
て
、
つ
ぎ
の
四
名
の
官
爵
を
要
請
し
た
。
　
　
臣
所
遣
行
龍
駿
将
軍
楽
浪
太
守
兼
長
史
臣
慕
遺
、
行
建
武
将
軍
城
陽
太
守
　
　
兼
司
馬
臣
王
茂
、
兼
参
軍
行
振
武
将
軍
朝
鮮
太
守
臣
張
塞
、
行
揚
武
将
軍
臣
陳
明
、
在
官
亡
私
、
唯
公
是
務
。
冒
渉
波
険
、
正
。
こ
の
四
名
は
、
尽
其
至
誠
。
実
宜
進
爵
。
見
危
授
命
、
踵
難
弗
顧
。
今
任
臣
使
、
　
各
仮
行
署
。
伏
願
聖
朝
、
特
賜
除
慕
、
王
、
張
、
陳
と
い
う
中
国
人
ら
し
い
姓
を
持
ち
、
長
史
、
司
馬
、
参
軍
と
い
う
府
官
の
官
職
を
帯
び
、
し
か
も
斉
へ
の
使
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
百
済
王
に
仕
え
て
い
た
中
国
人
の
公
算
が
大
で
あ
る
。
同
じ
く
彼
ら
に
つ
い
て
も
、
除
正
を
求
め
る
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
百
済
王
が
配
下
の
王
族
や
百
済
人
・
中
国
人
（
百
済
系
中
国
人
）
の
臣
僚
に
官
爵
を
仮
授
し
て
、
そ
の
除
正
を
宋
や
斉
の
皇
帝
に
要
請
す
る
場
合
は
、
配
下
の
姓
名
を
一
人
一
人
明
記
し
、
か
つ
ま
た
仮
授
・
除
正
の
理
由
を
併
記
し
て
、
上
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
類
推
す
る
に
、
倭
王
珍
が
倭
階
ら
十
三
人
に
平
西
・
征
虜
・
冠
軍
・
輔
国
将
軍
号
を
仮
授
し
、
倭
王
済
が
配
下
の
二
十
三
人
に
軍
郡
（
将
軍
号
と
郡
太
守
号
）
を
仮
授
し
て
、
そ
の
除
正
を
宋
の
皇
帝
に
申
請
し
た
際
に
も
、
や
は
り
十
三
人
、
二
十
三
人
の
、
姓
名
と
仮
授
・
除
正
の
理
由
を
書
き
記
し
て
上
表
し
た
公
算
が
大
で
あ
る
。
倭
晴
の
場
合
は
は
っ
き
り
と
姓
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
高
寛
敏
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
倭
・
百
済
間
に
府
官
の
往
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
来
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
府
官
が
起
草
・
執
筆
し
た
倭
王
の
上
表
文
と
百
済
王
の
上
表
文
の
間
に
類
似
性
や
共
通
性
が
生
じ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
、
珍
・
済
の
上
表
文
に
も
百
済
王
の
上
表
文
と
同
様
に
配
下
の
姓
名
が
列
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
ち
な
み
に
川
本
芳
昭
氏
は
、
四
七
八
年
の
倭
王
武
の
上
表
文
と
四
七
二
年
の
百
済
王
余
慶
の
北
魏
へ
の
上
表
文
に
つ
い
て
、
「
作
藩
」
と
「
奉
藩
」
、
「
天
極
」
と
「
東
極
」
等
々
、
用
語
お
よ
び
そ
の
使
用
方
法
に
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
理
由
を
「
当
時
の
百
済
と
倭
国
に
は
共
通
の
基
盤
に
た
つ
、
中
国
文
化
を
熟
知
し
た
人
々
、
或
い
は
中
国
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
珍
と
済
が
配
下
に
官
爵
を
仮
授
し
て
、
そ
の
除
正
を
申
請
し
た
四
三
八
年
、
四
五
一
年
は
、
百
済
王
が
同
じ
要
請
を
初
め
て
行
な
っ
た
四
五
八
年
よ
り
二
十
年
か
ら
七
28
年
も
早
い
の
で
、
珍
と
済
が
百
済
王
の
や
り
か
た
を
真
似
て
配
下
へ
の
爵
号
仮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V
授
・
除
正
要
求
を
行
な
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
百
済
王
が
、
倭
王
の
先
例
に
倣
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
　
珍
の
配
下
の
十
三
人
、
済
の
配
下
の
二
十
三
人
の
な
か
に
は
倭
晴
の
よ
う
な
王
族
だ
け
で
な
く
、
中
央
・
地
方
の
有
力
豪
族
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
百
済
王
の
上
表
文
で
は
、
複
姓
の
姐
彌
を
姐
、
木
錫
を
木
と
い
う
ぐ
あ
い
に
中
国
風
に
＝
子
で
表
記
し
て
い
る
の
で
、
珍
の
上
表
文
に
は
、
倭
階
の
み
な
ら
ず
他
の
十
二
人
の
姓
も
漢
字
一
字
で
記
載
さ
れ
、
済
の
上
表
文
に
も
二
十
三
人
全
員
の
姓
が
一
字
で
明
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
憶
測
す
る
に
、
葛
木
（
葛
城
）
は
葛
、
平
群
は
平
、
丸
爾
（
和
珂
）
は
丸
（
和
）
、
木
（
紀
）
は
紀
、
吉
備
は
吉
、
毛
野
は
毛
、
大
伴
は
大
、
物
部
は
物
、
と
い
う
ふ
う
に
書
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
姓
と
倭
国
の
ウ
ヂ
の
名
と
は
性
格
・
由
来
を
異
に
す
る
も
の
の
、
ウ
ヂ
の
名
を
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
で
も
っ
て
上
表
文
に
記
載
し
た
の
は
、
曹
達
の
よ
う
な
中
国
人
府
官
の
仕
業
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
葛
木
・
丸
爾
な
ど
地
名
を
負
う
ウ
ヂ
の
名
の
成
立
は
職
名
を
負
う
ウ
ヂ
の
名
よ
り
遅
い
、
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
安
東
将
軍
・
倭
国
王
に
除
さ
れ
た
珍
は
、
「
安
東
将
軍
章
」
の
印
文
の
あ
る
章
綬
と
、
「
宋
倭
国
王
章
」
と
か
「
親
宋
倭
国
王
章
」
と
い
っ
た
印
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V
の
あ
る
章
綬
と
、
「
倭
国
王
」
封
冊
の
冊
書
と
が
宋
か
ら
与
え
ら
れ
た
は
ず
で
、
そ
の
冊
書
に
は
倭
珍
と
い
う
姓
名
が
記
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
使
持
節
・
都
督
倭
新
羅
任
那
加
羅
秦
韓
慕
韓
六
国
諸
軍
事
・
安
東
大
将
軍
・
倭
国
王
に
除
さ
れ
た
済
も
、
「
使
持
節
」
の
官
号
に
対
応
す
る
節
、
「
都
督
…
…
六
国
諸
軍
事
」
に
対
応
す
る
章
綬
、
「
安
東
大
将
軍
章
」
の
章
綬
、
「
宋
倭
国
王
章
」
と
か
「
親
宋
倭
国
王
章
」
と
い
っ
た
印
文
の
あ
る
章
綬
、
「
倭
国
王
」
冊
封
の
冊
書
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
冊
書
に
は
倭
済
と
い
う
姓
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
珍
の
配
下
の
十
三
人
に
も
「
平
西
将
軍
章
」
な
ど
の
将
軍
号
を
刻
ん
だ
章
綬
が
、
済
の
部
下
の
二
十
三
人
に
も
「
某
将
軍
章
」
の
章
綬
と
「
某
郡
太
守
印
」
の
印
綬
が
授
け
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
さ
ら
に
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
彼
ら
を
将
軍
や
、
将
軍
・
郡
太
守
に
任
命
す
る
旨
を
記
し
た
一
人
一
人
の
辞
令
書
も
珍
、
済
の
も
と
に
ま
と
め
て
届
け
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
辞
令
書
（
制
書
形
式
か
）
に
は
十
三
人
、
二
十
三
人
の
姓
名
が
書
き
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
後
世
の
例
で
あ
る
が
、
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
所
載
、
唐
・
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
の
高
階
遠
成
宛
の
唐
の
告
身
（
官
を
授
け
る
時
に
本
人
に
与
え
る
辞
令
書
）
に
は
、
「
日
本
国
使
判
官
正
五
品
上
兼
行
鎮
西
府
大
監
高
階
真
人
遠
成
　
右
、
中
大
夫
試
太
子
中
允
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
（
1
0
）
た
る
べ
し
、
余
は
如
の
如
く
せ
よ
」
と
い
う
よ
う
に
ウ
ジ
の
名
の
み
な
ら
ず
カ
バ
ネ
真
人
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
珍
と
済
は
、
送
ら
れ
て
き
た
章
綬
と
辞
令
書
を
配
下
の
一
人
一
人
に
下
賜
す
る
儀
式
を
と
り
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
従
の
上
下
関
係
を
一
段
と
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
配
下
に
仮
授
し
た
官
爵
の
除
正
を
求
め
る
珍
・
済
の
上
表
文
に
、
配
下
の
ウ
ヂ
の
名
を
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
で
表
記
し
た
姓
が
列
記
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
反
正
天
皇
に
比
定
で
き
る
珍
の
時
代
の
四
三
八
年
に
は
す
で
に
ウ
ヂ
の
名
が
成
立
し
て
お
り
、
次
の
済
す
な
わ
ち
允
恭
天
皇
の
時
代
の
四
五
一
年
ま
で
の
間
に
、
ウ
ヂ
の
名
を
称
す
る
者
は
二
倍
近
く
も
増
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
珍
の
配
下
十
三
人
、
済
の
部
下
二
十
三
人
の
う
ち
王
族
と
中
国
人
府
官
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
、
残
り
の
六
・
七
人
、
十
二
・
三
名
は
優
勢
な
豪
族
の
族
長
的
な
人
物
で
あ
ろ
う
。
も
し
彼
ら
の
な
か
に
、
珍
の
時
に
も
済
の
時
に
も
ウ
ヂ
の
名
を
同
じ
一
字
の
姓
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯29
で
表
記
し
て
再
度
除
正
に
与
っ
た
者
が
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
者
の
姓
（
ウ
ヂ
の
名
）
は
か
り
そ
め
の
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
持
続
的
・
固
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
ら
が
ウ
ヂ
の
名
を
名
の
っ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ウ
ヂ
の
実
態
も
珍
・
済
の
時
代
に
形
成
さ
れ
て
い
た
公
算
は
小
さ
く
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
『
宋
書
』
倭
国
伝
と
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
の
百
済
国
伝
か
ら
推
定
で
き
る
ウ
ヂ
の
名
を
有
す
る
者
の
数
は
、
珍
の
時
代
に
六
・
七
人
ぐ
ら
い
、
済
の
時
代
に
十
二
・
三
人
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
ず
（
十
三
人
、
二
十
三
人
の
う
ち
半
数
は
王
族
と
中
国
人
府
官
が
含
ま
れ
る
と
仮
定
し
て
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た
人
数
）
、
こ
れ
を
も
っ
て
広
く
ウ
ヂ
の
名
が
成
立
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
六
・
七
人
と
十
二
・
三
人
の
多
く
は
、
当
時
の
大
和
政
権
の
有
力
構
成
員
で
あ
っ
た
大
豪
族
の
族
長
的
な
人
々
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
カ
バ
ネ
で
い
う
と
臣
・
連
や
君
を
称
す
る
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
下
の
大
多
数
の
豪
族
の
間
に
も
広
く
ウ
ヂ
の
名
は
成
立
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
か
ら
窺
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
三
品
・
四
品
の
将
軍
号
や
五
品
の
郡
太
守
号
を
授
与
さ
れ
た
者
の
数
が
十
三
人
と
か
二
十
三
人
と
か
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
五
世
紀
前
半
・
中
葉
の
豪
族
階
級
は
、
将
軍
号
・
太
守
号
を
授
与
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
小
数
の
有
力
豪
族
と
、
そ
の
資
格
を
認
め
ら
れ
な
い
大
多
数
の
豪
族
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
間
に
は
身
分
の
上
下
・
格
差
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
珍
の
配
下
に
与
え
ら
れ
た
将
軍
号
の
官
品
は
、
い
ず
れ
も
三
品
で
あ
る
。
済
の
部
下
二
十
三
人
は
い
か
な
る
将
軍
号
を
授
与
さ
れ
た
の
か
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
「
軍
郡
に
除
す
」
と
い
う
記
述
の
仕
方
か
ら
考
え
て
、
将
軍
号
と
郡
太
守
号
を
一
セ
ッ
ト
に
し
て
授
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
郡
太
守
は
五
品
の
官
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
一
緒
に
与
え
ら
れ
た
将
軍
号
は
五
品
以
上
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
ち
な
み
に
百
済
王
の
配
下
が
宋
・
斉
か
ら
授
か
っ
た
将
軍
号
の
官
品
は
、
す
べ
て
三
品
ま
た
は
四
品
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
済
の
配
下
が
除
授
さ
れ
た
の
も
三
品
・
四
品
の
将
軍
号
で
あ
ろ
う
。
　
思
う
に
、
珍
と
済
は
、
宋
朝
の
官
制
や
将
軍
の
序
列
に
精
通
し
て
い
た
中
国
人
府
官
の
補
弼
を
受
け
な
が
ら
、
三
品
・
四
品
と
い
う
上
位
の
将
軍
号
を
授
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
有
力
な
臣
下
を
選
ん
で
、
彼
ら
に
将
軍
号
を
仮
授
し
、
そ
の
除
正
を
宋
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
豪
族
階
級
は
、
三
品
・
四
品
の
上
位
の
将
軍
号
を
大
王
か
ら
仮
授
さ
れ
る
資
格
を
認
め
ら
れ
た
最
上
層
部
の
小
数
の
豪
族
層
と
、
そ
の
資
格
を
認
め
ら
れ
な
い
大
多
数
の
豪
族
層
に
人
為
的
・
政
治
的
に
分
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
後
者
が
す
べ
て
中
小
豪
族
ば
か
り
と
も
断
定
で
き
な
い
し
、
こ
れ
以
外
の
分
別
の
仕
方
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
上
層
部
の
豪
族
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
ウ
ヂ
の
名
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
珍
・
済
の
意
を
受
け
た
中
国
人
府
官
が
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
で
表
記
し
て
、
彼
ら
に
対
す
る
将
軍
号
の
除
正
を
求
め
る
上
表
文
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一一
ｼ
代
か
ら
み
た
氏
姓
の
成
立
　
珍
・
済
の
時
代
に
一
部
の
有
力
豪
族
が
ウ
ジ
の
名
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
の
百
済
国
伝
か
ら
推
測
で
き
る
が
、
中
小
豪
族
に
つ
い
て
は
類
推
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
「
記
紀
」
の
允
恭
天
皇
段
・
允
恭
天
皇
紀
の
名
代
設
置
記
事
に
注
目
し
て
、
名
代
の
伴
造
の
氏
姓
が
允
恭
天
皇
朝
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
の
乎
獲
居
臣
の
末
尾
の
字
は
、
臣
と
読
ま
れ
る
こ
30
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
と
が
多
い
も
の
の
、
直
と
見
る
説
も
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
私
に
は
断
定
で
き
な
い
が
、
も
し
直
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
直
は
臣
と
異
な
り
敬
称
・
尊
称
の
前
歴
が
な
い
の
で
四
七
一
年
に
カ
バ
ネ
直
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
癸
未
年
」
の
紀
年
を
有
す
る
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘
に
も
「
開
中
費
直
」
と
い
う
氏
姓
が
み
え
、
「
癸
未
年
」
に
つ
い
て
は
四
四
一
年
説
と
五
〇
三
年
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
が
妥
当
だ
と
す
れ
ば
、
允
恭
朝
の
四
四
一
年
に
開
中
費
直
と
い
う
氏
姓
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
費
直
・
直
と
同
じ
く
カ
バ
ネ
造
も
中
小
豪
族
に
特
有
な
カ
バ
ネ
で
あ
る
が
、
宍
人
造
・
刑
部
造
・
河
部
造
・
藤
原
部
造
・
軽
部
造
な
ど
造
姓
の
伴
造
は
允
恭
朝
に
起
源
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
う
ち
宍
人
部
・
刑
部
・
河
部
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
詳
論
し
た
の
で
、
本
章
の
主
題
と
関
連
す
る
所
だ
け
を
要
約
し
て
記
す
。
　
ま
ず
宍
人
部
は
、
雄
略
天
皇
二
年
十
月
条
に
宍
人
部
の
起
源
諌
が
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
す
天
皇
は
吉
野
へ
狩
り
に
出
か
け
た
折
、
天
皇
み
ず
か
ら
「
鮮
」
を
作
っ
て
も
よ
い
も
の
か
ど
う
か
群
臣
に
下
問
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
い
質
問
に
誰
も
即
答
で
き
な
い
こ
と
に
激
怒
し
た
天
皇
は
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
傍
ら
の
御
者
を
切
り
捨
て
て
皇
居
に
還
幸
し
た
。
天
皇
の
質
問
の
真
意
が
宍
人
部
の
設
置
に
あ
る
こ
と
を
推
察
し
た
皇
太
后
の
忍
坂
大
中
姫
は
、
「
今
貢
る
と
も
晩
か
ら
じ
、
我
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
す
を
以
て
初
め
と
せ
よ
。
膳
臣
長
野
、
能
く
宍
膳
を
作
る
。
願
は
く
は
此
を
以
て
貢
ら
む
」
と
い
っ
て
、
率
先
し
て
膳
臣
長
野
を
宍
人
部
と
し
て
献
上
し
た
。
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
や
ひ
と
う
だ
の
み
　
と
　
ぺ
　
　
　
ま
　
さ
き
だ
の
た
か
ま
ら
に
皇
太
后
は
、
「
我
が
厨
人
菟
田
御
戸
部
・
真
鋒
田
高
天
、
此
の
二
人
を
以
て
、
加
貢
へ
て
、
宍
人
部
と
せ
む
」
と
言
っ
て
、
己
の
「
厨
人
」
の
菟
田
御
戸
部
と
真
鋒
田
高
天
の
二
人
も
宍
人
部
に
献
じ
た
の
で
、
臣
連
伴
造
国
造
ら
も
次
々
に
宍
人
部
を
献
上
し
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
忍
坂
大
中
姫
の
家
政
機
関
に
膳
臣
・
菟
田
御
戸
部
・
真
鋒
田
高
天
な
ど
の
諸
豪
族
が
仕
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
厨
人
の
菟
田
御
戸
部
と
真
鋒
田
高
天
は
実
は
猪
養
の
長
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）
と
い
う
の
は
、
真
鋒
田
高
天
の
真
鋒
は
薗
田
香
融
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
さ
「
目
割
き
」
の
意
味
で
あ
る
。
目
割
き
は
、
鯨
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
目
の
ま
わ
り
や
顔
面
に
入
墨
を
す
る
こ
と
で
、
鯨
は
「
め
さ
き
き
ざ
む
」
と
も
読
む
。
履
中
元
年
条
、
同
五
年
条
、
雄
略
十
一
年
条
、
神
武
天
皇
記
、
安
康
天
皇
記
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
阿
曇
部
や
鳥
飼
部
・
馬
飼
部
・
猪
養
・
久
米
直
関
係
の
人
々
の
な
か
に
は
、
鯨
の
習
俗
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
刑
罰
と
し
て
の
鯨
で
は
な
い
。
真
鋒
田
高
天
は
鳥
獣
の
肉
を
料
理
す
る
宍
人
部
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
と
も
と
鳥
飼
部
ま
た
は
猪
養
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
宇
陀
地
方
に
本
拠
地
を
有
す
る
鯨
面
の
猪
養
で
あ
っ
た
。
忍
坂
大
中
姫
は
菟
田
御
戸
部
と
真
鋒
田
高
天
を
「
我
が
厨
人
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
宇
陀
の
広
大
な
山
林
原
野
を
背
後
に
有
す
る
忍
坂
宮
の
厨
に
は
宇
陀
の
猪
養
が
厨
人
と
な
っ
て
上
番
し
、
猪
を
献
上
し
て
そ
の
肉
を
調
理
し
て
い
た
。
忍
坂
大
中
姫
は
、
己
の
厨
人
で
あ
る
猪
養
の
一
部
を
割
い
て
宍
人
部
に
編
成
し
た
の
で
あ
り
、
宍
人
部
は
本
を
た
だ
せ
ば
根
源
的
に
は
猪
養
で
あ
っ
た
。
　
忍
坂
大
中
姫
は
膳
臣
長
野
が
「
能
く
宍
謄
を
作
る
」
の
で
、
こ
れ
を
宍
人
部
に
献
上
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
膳
臣
自
身
が
猪
養
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
氏
の
　
派
の
膳
臣
長
野
は
猪
養
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
膳
臣
長
野
の
後
商
が
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
上
に
「
阿
倍
朝
臣
と
同
祖
、
大
彦
命
の
男
彦
背
立
大
稲
腰
命
の
後
な
り
」
と
称
す
る
宍
人
朝
臣
（
も
と
臣
、
天
武
十
四
年
に
朝
臣
）
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
宍
人
臣
（
朝
臣
）
は
猪
養
の
出
身
で
は
な
い
も
の
の
、
宍
人
部
の
惣
領
的
伴
造
と
し
て
猪
養
よ
り
な
る
宍
人
部
を
従
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
宍
人
臣
の
も
と
に
伴
造
の
宍
人
造
（
系
未
詳
、
天
武
十
年
に
連
）
が
あ
り
、
こ
の
宍
人
造
こ
そ
元
は
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯31
猪
養
の
長
で
あ
り
、
実
際
に
猪
養
と
し
て
の
宍
人
部
を
支
配
・
管
理
し
て
い
た
。
真
鋒
田
高
天
は
、
宍
人
造
の
祖
先
に
あ
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
鯨
面
の
猪
養
の
長
で
あ
っ
た
真
鋒
田
高
天
は
、
身
分
の
高
く
な
い
豪
族
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
造
姓
の
宍
人
造
を
賜
姓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
允
だ
し
、
諸
国
に
分
布
す
る
宍
人
部
も
す
べ
て
猪
養
で
あ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
宍
人
部
の
本
源
・
中
心
と
な
っ
た
集
団
（
忍
坂
宮
に
仕
え
て
い
た
猪
養
の
集
団
と
そ
の
長
）
に
関
す
る
限
り
、
彼
ら
は
も
と
も
と
猪
養
の
人
々
で
あ
っ
た
。
　
宍
人
部
の
起
源
伝
承
は
雄
略
二
年
条
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
宍
人
部
は
雄
略
朝
に
設
定
さ
れ
た
、
と
即
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
野
昭
氏
が
、
宍
人
部
の
起
源
伝
承
は
「
書
紀
の
編
者
が
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
宍
人
部
に
関
す
る
伝
承
を
こ
こ
に
綜
合
的
に
ま
と
め
て
記
事
を
構
作
し
た
こ
と
に
（
1
4
）
よ
る
」
と
言
わ
れ
、
寺
西
貞
弘
氏
も
「
宍
人
部
が
皇
太
后
忍
坂
大
中
姫
の
手
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
し
か
も
、
そ
こ
に
な
ん
ら
説
明
を
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
さ
な
い
ほ
ど
の
必
然
性
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宍
人
部
が
忍
坂
大
中
姫
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
は
、
確
か
な
古
伝
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
宍
人
部
は
允
恭
朝
に
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宍
人
部
の
起
源
調
を
雄
略
二
年
条
に
載
せ
た
理
由
は
、
同
七
年
是
歳
条
の
「
或
本
」
に
百
済
か
ら
帰
還
し
た
吉
備
臣
弟
君
が
宍
人
部
を
献
上
し
た
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
に
引
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
書
紀
編
者
が
雄
略
朝
を
画
期
と
考
え
る
歴
史
観
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
種
々
の
部
の
起
源
を
雄
略
紀
に
集
め
た
か
ら
で
あ
る
。
穴
穂
部
の
設
置
を
雄
略
十
九
年
条
に
配
置
し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
宍
人
部
は
、
忍
坂
大
中
姫
が
忍
坂
宮
の
家
政
機
関
を
整
備
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
允
恭
天
皇
の
た
め
に
、
己
の
所
有
す
る
猪
養
集
団
の
一
部
を
割
い
て
允
恭
朝
に
編
成
し
た
も
の
と
考
え
る
。
　
四
世
紀
以
来
の
大
和
政
権
の
内
外
征
服
に
よ
っ
て
、
大
王
の
も
と
に
は
農
耕
民
の
み
な
ら
ず
、
猪
養
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
山
林
河
海
の
民
や
渡
来
系
の
技
術
者
集
団
な
ど
が
多
数
集
積
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
忍
坂
大
中
姫
な
ど
王
族
に
も
相
続
・
領
有
さ
れ
、
王
族
の
家
政
機
関
の
構
成
員
や
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
允
恭
朝
前
後
の
頃
に
こ
れ
ら
王
族
所
有
の
人
民
・
豪
族
を
元
本
に
し
て
宍
人
部
や
名
代
に
編
成
す
る
こ
と
が
始
ま
り
、
つ
い
で
諸
豪
族
の
人
民
を
割
き
取
っ
て
宍
人
部
や
名
代
を
広
く
設
定
し
て
い
っ
た
。
後
述
の
刑
部
・
河
部
・
藤
原
部
・
軽
部
な
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
設
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
宍
人
部
と
そ
の
伴
造
の
宍
人
造
が
允
恭
朝
に
設
定
さ
れ
た
の
な
ら
、
允
恭
朝
に
宍
人
造
と
い
う
氏
姓
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
カ
バ
ネ
造
の
語
　
　
　
み
や
つ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弼
）
義
は
「
御
臣
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
本
居
宣
長
の
説
に
従
え
ば
、
真
鋒
田
高
天
が
造
と
い
う
カ
バ
ネ
を
与
え
ら
れ
た
理
由
も
理
解
し
や
す
い
。
も
と
も
と
忍
坂
宮
の
家
政
機
関
に
厨
人
と
し
て
仕
え
、
つ
い
で
宍
人
部
の
伴
造
の
宍
人
造
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
な
っ
た
真
鋒
田
高
天
は
、
主
人
の
忍
坂
大
中
姫
か
ら
見
れ
ば
、
ま
さ
に
御
臣
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
造
と
い
う
カ
バ
ネ
は
、
も
と
も
と
大
王
や
王
族
の
家
政
機
関
に
御
臣
と
し
て
隷
属
・
奉
仕
し
て
い
た
中
小
豪
族
に
授
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
カ
バ
ネ
と
い
っ
て
よ
い
。
　
次
に
刑
部
は
、
忍
坂
大
中
姫
の
名
代
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
名
代
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し
て
定
見
を
み
な
い
。
小
林
敏
男
氏
は
名
代
の
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
、
近
年
は
「
五
世
紀
代
に
名
代
と
い
う
部
民
の
実
態
を
想
定
す
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
と
は
研
究
史
的
に
は
い
よ
い
よ
難
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
名
代
は
五
世
紀
に
設
置
さ
れ
た
と
す
る
伝
統
的
な
見
解
は
、
一
概
に
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。
オ
シ
サ
カ
ベ
は
忍
坂
部
と
か
忍
壁
と
か
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
通
用
的
表
記
は
刑
部
で
あ
る
。
オ
シ
サ
カ
ベ
の
オ
シ
サ
カ
は
忍
坂
、
32
大
中
姫
の
名
な
い
し
は
そ
の
宮
殿
忍
坂
宮
に
因
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
シ
サ
カ
ベ
は
刑
部
と
表
記
さ
れ
る
の
で
、
刑
罰
に
か
か
わ
る
職
務
に
従
事
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
刑
部
が
刑
罰
に
関
与
し
た
明
証
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
そ
れ
で
は
、
な
に
ゆ
え
に
オ
シ
サ
カ
ベ
を
刑
部
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
刑
と
い
う
漢
字
に
は
、
多
様
な
意
味
が
あ
る
。
①
つ
み
す
る
、
②
く
び
き
る
・
く
び
は
ね
る
、
③
こ
ろ
す
、
④
罰
の
一
種
（
い
れ
ず
み
・
鼻
き
り
・
去
勢
な
ど
肉
体
に
加
え
る
罰
）
、
⑤
そ
こ
な
う
、
⑥
司
法
官
、
⑦
の
り
・
お
き
て
、
⑧
か
た
（
型
）
・
い
が
た
、
⑨
の
っ
と
る
（
模
範
を
と
る
）
、
⑩
お
さ
め
る
・
た
だ
す
、
⑪
な
る
・
で
き
あ
が
る
、
⑫
あ
ら
わ
れ
る
、
⑬
か
な
え
・
な
べ
、
な
ど
　
　
　
　
（
1
8
）
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、
④
の
な
か
の
「
い
れ
ず
み
」
で
あ
り
、
刑
部
と
は
入
墨
を
し
て
い
る
部
、
鯨
面
の
部
を
意
味
す
る
表
記
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宍
人
造
は
根
源
的
に
は
鯨
面
の
猪
養
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
宍
人
造
と
刑
部
は
後
述
の
ご
と
く
親
縁
関
係
に
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
刑
部
は
、
根
元
的
に
は
忍
坂
大
中
姫
所
有
の
鯨
面
の
猪
養
で
あ
り
、
忍
坂
宮
に
直
属
し
て
い
た
猪
養
集
団
を
名
代
に
編
成
し
た
の
が
刑
部
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
忍
坂
宮
の
経
済
基
盤
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
猪
養
集
団
の
一
方
は
宍
人
部
に
編
成
さ
れ
、
他
方
は
刑
部
に
設
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
宍
人
部
と
刑
部
は
同
源
・
同
根
の
親
縁
関
係
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
宍
人
部
と
刑
部
の
親
縁
関
係
を
解
明
す
る
鍵
と
な
る
の
は
、
忍
壁
皇
子
を
石
上
神
宮
に
派
遣
し
て
神
宝
を
磨
か
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
天
武
天
皇
三
年
八
月
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が
　
　
忍
壁
皇
子
を
石
上
神
宮
に
遣
し
て
、
膏
油
を
以
て
神
宝
を
螢
か
し
む
。
即
　
　
日
に
、
勅
し
て
曰
く
、
元
来
諸
家
の
、
神
府
に
貯
め
る
宝
物
、
今
皆
其
の
　
　
子
孫
に
還
せ
と
の
た
ま
ふ
。
　
石
上
神
宮
は
大
和
政
権
の
武
器
庫
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
神
社
に
は
膨
大
な
武
器
・
武
具
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
二
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
山
城
国
葛
野
郡
に
移
さ
れ
て
い
た
石
上
神
宮
の
器
杖
を
再
び
神
宮
に
移
送
す
る
に
際
し
て
、
単
工
十
五
万
七
千
余
人
を
必
要
と
し
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
推
察
す
る
と
、
諸
家
に
「
神
宝
」
を
返
し
た
あ
と
で
も
石
上
神
宮
の
「
神
府
」
に
は
少
な
く
と
も
何
十
万
点
と
い
う
武
器
・
武
具
等
が
所
蔵
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
石
上
神
宮
の
兵
器
を
螢
く
た
め
に
、
忍
壁
皇
子
を
派
遣
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
忍
壁
皇
子
は
天
武
天
皇
の
十
一
人
の
皇
子
の
う
ち
、
四
番
目
ま
た
は
二
番
目
の
皇
子
で
あ
る
ら
し
い
。
年
長
の
高
市
・
草
壁
・
大
津
皇
子
を
さ
し
お
い
て
、
こ
と
さ
ら
忍
壁
皇
子
を
派
遣
し
た
の
は
、
こ
の
皇
子
が
石
上
神
宮
の
神
宝
と
特
別
に
深
い
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
忍
壁
皇
子
の
生
母
は
宍
人
臣
大
麻
呂
の
娘
穀
媛
娘
で
あ
る
が
、
養
育
者
は
刑
部
氏
で
あ
ろ
う
。
こ
の
皇
子
の
名
前
は
、
当
時
の
慣
習
に
従
っ
て
養
育
者
の
名
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
公
算
が
大
で
あ
る
。
た
だ
し
、
刑
部
氏
と
い
っ
て
も
幾
流
も
あ
り
、
忍
壁
皇
子
と
石
上
神
宮
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
か
ら
考
え
て
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
孫
本
紀
に
物
部
石
持
連
公
の
後
商
と
称
す
る
刑
部
造
で
あ
ろ
う
。
宍
人
臣
が
、
娘
の
生
ん
だ
大
事
な
皇
子
の
養
育
を
刑
部
造
に
委
ね
た
の
は
、
も
と
も
と
両
氏
が
曙
懇
の
間
柄
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
宍
人
臣
は
惣
領
的
伴
造
と
し
て
猪
養
で
あ
る
宍
人
造
と
宍
人
部
を
統
率
し
て
い
た
が
、
一
方
刑
部
造
も
鯨
面
の
猪
養
の
長
で
あ
っ
た
の
で
、
両
氏
は
共
通
の
出
自
・
職
務
を
通
じ
て
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
宍
人
臣
・
宍
人
造
と
刑
部
造
は
猪
を
飼
育
し
て
そ
の
肉
を
貢
進
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
武
器
を
榮
く
の
に
不
可
欠
な
猪
膏
も
貢
上
し
て
い
た
。
石
上
神
宮
で
忍
壁
皇
子
に
「
膏
油
」
で
神
宝
を
螢
か
せ
た
と
い
う
が
、
そ
の
膏
は
猪
膏
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
延
喜
式
』
兵
庫
式
大
祓
横
刀
条
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯33
の
「
猪
膏
五
合
榮
刀
料
」
と
い
う
記
事
か
ら
推
定
で
き
る
。
宍
人
臣
・
宍
人
造
と
刑
部
造
は
石
上
神
宮
の
膨
大
な
刀
剣
を
螢
く
た
め
の
猪
膏
も
貢
納
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
忍
壁
皇
子
を
指
定
し
て
猪
膏
で
も
っ
て
石
上
神
宮
の
器
侯
を
螢
か
せ
た
わ
け
は
、
忍
壁
皇
子
の
母
方
氏
族
の
宍
人
臣
も
養
育
者
の
刑
部
造
も
と
も
に
大
化
以
前
か
ら
大
量
の
猪
膏
を
貢
進
し
て
石
上
神
宮
の
武
器
庫
の
兵
器
を
螢
く
職
務
を
負
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
刑
部
が
武
器
を
磨
螢
す
る
職
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
垂
仁
天
皇
三
十
九
年
十
月
条
の
十
箇
の
品
部
の
神
刑
部
か
ら
推
定
で
き
る
。
　
　
一
に
云
は
く
、
五
十
硬
敷
皇
子
、
茅
淳
の
菟
砥
の
河
上
に
居
し
ま
す
。
鍛
　
　
名
は
河
上
を
喚
し
て
、
大
刀
一
千
口
を
作
ら
し
む
。
是
の
時
に
、
楯
部
・
　
　
倭
文
部
・
神
弓
削
部
・
神
矢
作
部
・
大
穴
磯
部
・
泊
橿
部
・
玉
作
部
・
神
　
　
刑
部
・
日
置
部
・
大
刀
偲
部
、
井
せ
て
十
箇
の
品
部
も
て
、
五
十
硬
敷
皇
　
　
子
に
賜
ふ
。
其
の
一
千
口
の
大
刀
を
ば
、
忍
坂
邑
に
蔵
む
。
然
し
て
後
に
、
　
　
忍
坂
よ
り
移
し
て
、
石
上
神
宮
に
蔵
む
。
　
こ
れ
は
、
石
上
神
宮
に
大
量
の
刀
剣
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
の
起
源
諌
で
あ
る
。
十
箇
の
品
部
の
多
く
は
武
器
・
武
具
等
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
が
、
神
刑
部
は
猪
青
で
刀
剣
を
螢
く
職
務
に
従
事
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
神
刑
部
を
出
し
て
い
た
刑
部
造
に
養
育
さ
れ
た
忍
壁
皇
子
こ
そ
、
石
上
神
宮
に
派
遣
し
て
猪
膏
で
神
宝
を
螢
か
せ
る
に
も
っ
と
も
相
応
し
い
皇
子
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
刑
部
と
刑
部
造
は
本
源
的
に
は
忍
坂
宮
の
家
政
機
関
に
仕
え
て
い
た
鯨
面
の
猪
養
の
集
団
と
そ
の
長
で
あ
り
、
彼
ら
を
名
代
に
編
成
し
た
の
が
刑
部
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
刑
部
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
顔
面
に
入
墨
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
刑
字
に
は
「
い
れ
ず
み
」
の
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
い
で
全
国
の
諸
豪
族
と
そ
の
人
民
を
刑
部
に
設
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
も
猪
養
と
は
限
ら
ず
、
多
く
は
｝
般
の
農
民
で
あ
ろ
う
。
　
忍
坂
宮
の
家
政
機
関
に
は
、
猪
養
の
み
な
ら
ず
①
炊
墾
に
従
事
す
る
大
炊
、
②
警
護
に
当
た
る
舎
人
、
③
渡
来
系
の
工
人
集
団
、
④
渡
来
系
の
史
集
団
も
奉
仕
し
て
い
た
。
猪
養
集
団
を
元
本
に
し
て
刑
部
が
設
置
さ
れ
た
際
に
、
①
の
長
は
大
炊
刑
部
造
（
左
京
・
右
京
神
別
下
）
に
、
②
の
長
は
刑
部
舎
人
造
（
系
未
詳
）
に
、
③
の
長
は
刑
部
造
（
河
内
国
諸
蕃
）
に
、
④
の
長
は
刑
部
史
（
阿
智
王
に
随
従
渡
来
し
た
七
姓
漢
人
の
李
姓
の
後
商
）
に
そ
れ
ぞ
れ
編
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
鯨
面
の
人
々
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
墨
の
意
味
の
あ
る
刑
部
と
い
う
表
記
が
適
用
さ
れ
た
の
は
、
刑
部
の
始
原
・
元
本
と
な
っ
た
の
が
鯨
面
の
猪
養
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
長
を
も
っ
て
刑
部
の
惣
領
的
伴
造
に
任
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
刑
部
に
は
連
姓
の
伴
造
は
い
な
い
。
刑
部
造
が
惣
領
的
伴
造
で
あ
る
。
な
ぜ
刑
部
の
惣
領
的
伴
造
は
連
姓
よ
り
下
位
の
造
姓
な
の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
と
い
う
と
、
も
と
も
と
忍
坂
大
中
姫
に
仕
え
て
い
た
御
臣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
本
来
身
分
の
高
く
な
い
鯨
面
の
猪
養
の
長
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
次
に
河
部
は
、
『
古
事
記
』
允
恭
天
皇
段
に
「
大
后
の
弟
田
井
中
比
売
の
御
名
代
と
し
て
、
河
部
を
定
め
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
。
田
井
中
比
売
が
允
恭
の
妃
と
な
っ
た
こ
と
は
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
の
に
、
彼
女
の
た
め
に
天
皇
が
河
部
を
設
定
し
た
こ
と
が
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
田
井
中
比
売
が
允
恭
の
妃
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
名
代
と
し
て
実
際
に
河
部
を
定
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
し
て
も
田
井
中
比
売
と
河
部
と
の
間
に
は
名
称
上
の
つ
な
が
り
も
共
通
性
も
な
く
、
依
然
と
し
て
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
残
る
。
し
か
し
、
名
代
の
名
称
は
領
有
者
の
名
前
や
居
住
地
・
宮
号
な
ど
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
通
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
例
外
も
あ
り
え
る
。
河
部
と
い
う
名
称
は
、
田
井
中
比
売
の
名
代
の
実
態
や
職
掌
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
名
代
34
の
な
か
に
は
そ
の
実
態
や
職
掌
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
ら
、
田
井
中
比
売
の
名
代
と
し
て
河
部
を
定
め
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
　
河
部
は
、
河
川
の
水
産
物
を
貢
進
し
た
り
河
川
交
通
に
従
事
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
河
部
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
川
人
・
川
人
部
が
あ
る
。
河
部
と
川
人
・
川
人
部
が
も
っ
ぱ
ら
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る
の
は
、
河
川
の
新
鮮
な
水
産
物
を
貢
上
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
真
鋒
田
高
天
や
刑
部
造
な
ど
が
猪
養
集
団
を
率
い
て
忍
坂
大
中
姫
の
厨
人
と
し
て
供
膳
に
奉
仕
し
た
の
と
同
じ
く
、
河
部
の
伴
造
の
川
造
も
河
部
や
川
人
・
川
人
部
を
率
い
て
田
井
中
比
売
の
厨
人
と
な
っ
て
食
膳
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
田
井
中
比
売
の
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
「
田
井
中
比
売
の
御
名
代
と
し
て
、
河
部
を
定
め
た
ま
ひ
き
」
と
い
う
一
節
の
意
味
は
、
田
井
中
比
売
が
も
と
も
と
所
有
し
て
い
た
河
川
の
民
を
新
た
に
河
部
に
編
成
し
て
名
代
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
河
部
の
カ
バ
ネ
姓
は
川
造
と
川
直
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
惣
領
的
伴
造
の
川
造
が
カ
バ
ネ
造
を
称
す
る
理
由
は
、
も
と
も
と
田
井
中
比
売
の
家
政
機
関
に
仕
え
　
み
や
つ
こ
る
御
臣
で
あ
り
、
本
来
身
分
の
高
く
な
い
河
川
の
民
の
長
だ
か
ら
で
あ
る
。
姉
の
忍
坂
大
中
姫
は
固
有
の
経
済
基
盤
と
し
て
山
林
狩
猟
の
民
の
猪
養
、
大
炊
や
渡
来
系
の
工
人
・
史
集
団
を
、
妹
の
田
井
中
比
売
も
同
じ
く
河
川
の
民
を
領
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
四
世
紀
以
来
の
内
外
征
服
活
動
に
よ
っ
て
祖
父
応
神
天
皇
や
両
親
の
も
と
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
を
相
続
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
彼
女
達
の
姉
妹
の
衣
通
郎
姫
（
藤
原
琴
節
郎
女
）
の
名
代
藤
原
部
も
、
衣
通
郎
姫
が
祖
先
か
ら
伝
領
し
て
い
た
人
民
・
中
小
豪
族
を
元
本
に
し
て
設
置
し
た
公
算
が
高
い
。
允
恭
天
皇
十
一
年
三
月
条
に
、
天
皇
の
意
を
受
け
た
大
伴
室
屋
が
「
諸
国
造
等
に
科
せ
て
、
衣
通
郎
姫
の
為
に
、
藤
原
部
を
定
」
め
た
と
あ
る
が
、
大
伴
室
屋
が
藤
原
部
を
設
定
し
た
と
い
う
伝
承
は
信
愚
性
が
高
い
。
と
い
う
の
は
、
養
老
五
年
下
総
国
倉
麻
郡
意
布
郷
戸
籍
は
藤
原
部
姓
で
占
め
ら
れ
て
い
る
な
か
に
大
伴
部
姓
が
二
人
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
大
伴
氏
は
仲
哀
天
皇
九
年
条
の
大
伴
武
以
以
後
な
が
ら
く
姿
を
見
せ
な
い
の
に
、
こ
こ
に
至
っ
て
再
び
登
場
し
て
以
後
は
継
続
的
に
活
動
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
大
伴
室
屋
は
実
在
し
た
可
能
性
が
低
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
9
）
通
郎
姫
の
藤
原
宮
の
近
辺
に
も
大
伴
氏
が
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
原
部
の
元
本
と
な
っ
た
の
は
、
衣
通
郎
姫
が
伝
領
し
て
い
た
人
民
や
豪
族
で
藤
原
宮
に
仕
え
て
い
た
人
々
で
あ
ろ
う
。
衣
通
郎
姫
の
家
司
的
存
在
で
も
あ
っ
た
大
伴
室
屋
は
、
彼
ら
を
先
ず
藤
原
部
と
藤
原
部
造
に
編
成
し
、
次
に
諸
豪
族
の
人
民
を
割
き
取
っ
て
広
く
藤
原
部
を
設
定
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
惣
領
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
伴
造
藤
原
造
が
造
姓
で
あ
る
理
由
は
、
藤
原
部
造
は
衣
通
郎
姫
に
対
し
て
は
御
つ
ニ臣
に
ほ
か
な
ら
ず
、
元
来
身
分
の
高
く
な
い
中
小
豪
族
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
次
に
、
允
恭
天
皇
記
に
「
木
梨
之
軽
太
子
の
御
名
代
と
し
て
軽
部
を
定
む
」
と
あ
る
軽
部
に
移
る
。
軽
太
子
・
軽
部
の
名
は
高
市
郡
の
要
衝
の
地
名
軽
に
因
む
と
見
て
よ
く
、
こ
こ
に
軽
皇
子
は
宮
殿
を
営
み
（
こ
れ
を
軽
宮
と
仮
称
す
る
）
、
そ
れ
に
付
属
す
る
多
数
の
人
民
・
豪
族
を
領
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
軽
宮
と
付
属
の
民
は
、
曽
祖
父
応
神
天
皇
の
軽
島
豊
明
宮
と
そ
の
付
属
の
民
を
伝
領
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
軽
皇
子
が
「
太
子
」
と
伝
え
ら
れ
る
理
由
の
一
斑
も
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
軽
部
と
伴
造
の
軽
部
造
は
、
も
と
も
と
軽
宮
に
直
属
し
て
い
た
人
々
を
名
代
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
後
に
各
地
の
豪
族
と
人
民
を
軽
部
に
設
定
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
伴
造
の
軽
部
造
が
造
姓
で
あ
る
の
は
、
彼
が
主
人
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
の
軽
皇
子
の
御
臣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
軽
部
の
惣
領
的
伴
造
は
、
許
勢
小
柄
宿
禰
の
後
商
と
称
す
る
軽
部
臣
で
あ
ろ
う
。
軽
部
造
よ
り
身
分
的
に
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上
位
の
軽
部
臣
は
、
軽
皇
子
の
家
政
機
関
に
仕
え
る
諸
豪
族
の
中
の
最
有
力
者
で
あ
り
、
家
司
的
地
位
に
あ
っ
た
の
で
軽
皇
子
直
属
の
豪
族
・
人
民
を
軽
部
に
編
成
し
た
際
に
惣
領
的
伴
造
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
臣
姓
の
豪
族
が
王
族
の
家
政
機
関
に
仕
え
て
い
た
例
は
、
忍
坂
大
中
姫
に
仕
え
て
い
た
膳
臣
長
野
が
あ
る
。
彼
は
「
能
く
宍
謄
を
作
る
」
の
で
、
宍
人
部
に
設
定
さ
れ
た
。
膳
臣
長
野
や
軽
部
臣
は
、
宍
人
臣
・
軽
部
臣
に
設
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
臣
の
カ
バ
ネ
を
有
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
お
そ
く
と
も
允
恭
朝
に
惣
領
的
伴
造
に
設
定
さ
れ
た
際
に
、
宍
人
臣
・
軽
部
臣
と
い
う
氏
姓
を
授
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
宍
人
部
と
名
代
の
刑
部
・
河
部
・
藤
原
部
・
軽
部
は
、
允
恭
朝
に
実
際
に
設
置
さ
れ
た
公
算
が
大
で
あ
り
、
そ
の
伴
造
の
宍
人
造
．
刑
部
造
．
河
部
造
・
藤
原
部
造
・
軽
部
造
も
同
時
に
任
命
さ
れ
賜
姓
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
造
姓
の
伴
造
は
、
主
人
の
王
族
か
ら
見
れ
ば
家
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
こ
機
関
に
隷
属
し
て
い
た
御
臣
で
あ
り
、
そ
の
身
分
は
元
々
猪
養
や
河
川
の
民
の
長
な
ど
を
含
む
中
小
豪
族
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
連
よ
り
下
位
の
造
と
い
う
カ
バ
ネ
を
賜
与
さ
れ
た
の
で
る
。
そ
の
点
、
志
田
諄
一
氏
が
「
允
恭
天
皇
の
皇
后
忍
坂
大
中
姫
の
名
代
と
さ
れ
る
刑
部
、
衣
通
郎
姫
の
名
代
と
さ
れ
る
藤
原
部
、
安
康
天
皇
の
名
代
と
さ
れ
る
穴
穂
部
の
伴
造
が
、
刑
部
造
・
藤
原
部
造
・
穴
穂
部
造
と
そ
れ
ぞ
れ
『
造
』
の
姓
を
称
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
允
恭
・
安
康
天
皇
の
実
在
し
た
五
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
造
の
姓
が
こ
れ
ら
の
伴
造
に
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
鳥
取
造
の
姓
も
五
世
紀
の
も
の
と
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
賛
意
を
表
し
た
い
。
　
宍
人
造
．
刑
部
造
・
河
部
造
・
藤
原
部
造
・
軽
部
造
と
い
う
僅
か
に
五
例
を
も
っ
て
、
允
恭
朝
に
広
く
中
小
豪
族
層
ま
で
氏
姓
が
付
与
さ
れ
て
い
た
と
断
言
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
允
恭
朝
は
名
代
の
設
定
等
を
通
じ
て
中
小
豪
族
層
の
一
部
に
も
氏
姓
の
秩
序
を
拡
大
し
て
い
き
つ
つ
あ
っ
た
時
代
、
氏
姓
の
付
与
を
介
し
て
諸
王
族
の
私
的
支
配
下
や
家
政
機
関
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
中
小
豪
族
ま
で
王
権
の
支
配
下
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
、
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
允
恭
天
皇
に
よ
る
盟
神
探
湯
に
よ
っ
て
、
一
斉
に
氏
姓
の
秩
序
が
定
ま
っ
た
か
の
ご
と
く
伝
え
る
盟
神
探
湯
伝
承
は
、
実
は
允
恭
朝
の
頃
に
か
な
り
な
程
度
に
氏
姓
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た
事
実
を
誇
張
し
て
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
し
、
刑
部
な
ど
「
某
部
」
と
い
う
部
称
が
允
恭
朝
に
成
立
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
む
ず
か
し
い
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
通
説
視
さ
れ
て
い
る
平
野
邦
雄
氏
の
説
に
よ
る
と
、
日
本
の
部
は
五
世
紀
末
に
百
済
の
内
官
制
（
殻
部
・
肉
部
．
掠
部
な
ど
十
二
部
）
を
輸
入
し
て
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
「
百
八
十
部
」
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
下
級
豪
族
（
ト
モ
）
を
朝
廷
の
権
力
的
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
、
渡
来
系
技
術
者
を
「
品
部
」
（
べ
・
ト
モ
）
と
し
て
朝
廷
の
周
辺
に
広
範
に
組
織
し
、
こ
れ
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
豪
族
や
王
族
の
私
地
私
民
制
（
カ
キ
・
コ
シ
ロ
）
を
再
編
し
、
い
わ
ゆ
る
部
民
制
を
創
出
し
た
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
あ
り
、
「
某
部
」
の
称
は
五
世
紀
末
よ
り
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
部
称
は
五
世
紀
中
葉
の
允
恭
朝
に
は
未
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
平
野
氏
は
別
の
箇
所
で
は
「
要
す
る
に
、
孔
王
部
・
藤
原
部
・
刑
部
・
日
下
部
な
ど
は
、
大
化
前
代
に
お
い
て
は
、
『
氏
』
の
形
成
と
無
関
係
の
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
ば
あ
い
で
も
、
国
造
や
そ
の
一
族
は
、
部
姓
を
称
す
る
か
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
某
部
直
を
も
ち
、
『
氏
』
の
組
織
の
一
部
を
な
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
刑
部
（
刑
部
直
）
や
藤
原
部
（
藤
原
部
直
V
と
い
う
部
称
が
允
恭
朝
に
成
立
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
も
さ
れ
て
い
る
。
　
部
は
中
国
起
源
の
漢
字
で
あ
り
、
部
曲
な
ど
の
用
語
は
五
世
紀
は
勿
論
の
こ
36
と
漢
・
後
漢
の
こ
ろ
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
倭
王
に
仕
え
て
い
た
中
国
人
府
官
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
百
済
経
由
だ
け
と
も
限
る
ま
い
。
西
本
昌
弘
氏
は
、
日
本
や
朝
鮮
の
部
の
語
の
起
源
は
、
中
国
の
軍
事
．
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
式
で
活
躍
す
る
部
曲
に
求
め
ら
れ
る
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
刑
部
と
い
う
独
特
な
表
記
も
漢
字
に
精
通
し
て
い
た
府
官
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
刑
部
は
刑
罰
と
無
関
係
な
の
に
、
ま
た
刑
と
い
う
漢
字
に
は
オ
シ
サ
カ
の
訓
み
も
意
味
も
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
シ
サ
カ
ベ
に
刑
部
と
い
う
字
を
当
て
た
わ
け
は
、
刑
部
の
根
源
・
元
本
に
な
っ
た
人
々
が
鯨
面
の
猪
養
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
刑
字
に
は
「
い
れ
ず
み
」
の
意
味
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
刑
部
と
い
う
一
見
謎
め
い
た
表
記
は
、
漢
字
に
関
す
る
該
博
な
知
識
を
弄
ん
で
作
ら
れ
た
戯
作
的
産
物
で
あ
り
、
刑
字
の
持
つ
多
様
な
意
味
を
知
悉
し
て
い
た
中
国
人
府
官
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
刑
部
は
漢
語
的
な
表
記
で
あ
り
、
漢
語
的
表
記
の
杖
刀
人
や
典
曹
人
と
等
し
く
非
常
に
古
い
表
記
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
く
ら
べ
忍
坂
部
や
忍
壁
な
ど
の
よ
う
な
和
語
的
な
表
記
は
、
の
ち
に
作
ら
れ
た
新
し
い
表
記
と
い
っ
て
よ
い
。
刑
部
と
い
う
部
称
は
、
す
で
に
允
恭
朝
に
成
立
し
て
い
た
公
算
は
低
く
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
名
代
の
部
の
設
定
時
期
は
、
生
産
的
ト
モ
や
内
廷
的
ト
モ
・
近
侍
的
ト
モ
を
部
に
編
成
し
た
時
期
よ
り
も
遅
い
、
と
は
言
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ま
で
刑
部
等
に
つ
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、
名
代
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
王
族
が
本
来
所
有
し
て
い
た
民
や
豪
族
を
も
っ
て
名
代
と
伴
造
に
編
成
し
、
そ
の
の
ち
に
諸
豪
族
支
配
下
の
人
民
を
広
く
名
代
に
設
定
し
て
い
く
方
法
、
い
わ
ば
二
段
階
的
方
法
が
と
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
ん
の
元
本
・
前
提
も
な
く
、
い
き
な
り
諸
豪
族
の
人
民
を
割
き
取
っ
て
名
代
に
設
置
で
き
る
ほ
ど
当
時
の
大
王
・
王
族
が
専
制
的
な
権
力
を
確
立
し
て
い
た
の
か
も
疑
わ
し
い
。
宍
人
部
は
名
代
で
な
い
も
の
の
、
そ
の
設
置
に
あ
た
っ
て
も
先
ず
忍
坂
大
中
姫
が
率
先
し
て
己
の
厨
人
を
宍
人
部
に
設
定
し
、
そ
れ
に
続
い
て
諸
豪
族
も
宍
人
部
を
献
上
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
王
族
所
有
の
人
民
の
中
に
は
、
猪
養
や
河
川
の
民
・
渡
来
系
の
技
術
者
集
団
と
そ
れ
ら
の
長
な
ど
も
多
数
含
ま
れ
、
王
族
の
家
政
機
関
を
構
成
し
て
い
た
。
名
代
と
い
え
ば
、
す
べ
て
農
民
と
考
え
る
の
は
正
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
忍
海
部
を
雑
工
の
品
部
と
解
す
る
説
が
あ
る
が
、
一
見
品
部
の
ご
と
く
見
え
る
理
由
は
、
忍
海
郎
女
が
本
来
領
有
し
忍
海
角
刺
宮
に
奉
仕
し
て
い
た
渡
来
系
金
属
技
術
者
集
団
と
そ
の
長
を
含
む
人
々
を
元
本
に
し
て
忍
海
部
と
忍
海
造
に
編
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
お
の
ず
と
忍
海
部
の
設
定
地
も
金
属
技
術
者
の
居
住
地
や
金
属
産
出
地
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
忍
海
部
が
す
べ
て
金
属
技
術
者
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
小
林
敏
男
氏
が
、
名
代
の
「
忍
海
部
の
前
身
形
態
は
お
そ
ら
く
飯
豊
郎
女
の
忍
海
角
刺
宮
に
奉
仕
す
る
忍
海
漢
人
・
手
人
な
ど
の
生
産
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
（
部
）
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
点
は
賛
意
を
表
し
た
い
。
名
代
の
額
田
部
が
馬
匹
と
の
関
係
が
顕
著
な
の
も
、
額
田
部
の
根
源
・
元
本
と
な
っ
た
豪
族
と
人
民
が
も
と
も
と
馬
匹
と
か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
王
族
の
家
政
機
関
に
は
、
内
廷
的
ト
モ
・
近
侍
的
ト
モ
．
品
部
に
相
当
・
類
似
す
る
人
々
が
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
名
代
は
そ
の
よ
う
な
人
々
を
元
本
・
根
源
に
し
て
編
成
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
名
代
の
設
置
時
期
が
、
内
廷
的
部
・
近
侍
的
部
や
品
部
の
編
成
に
遅
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
刑
部
な
ど
の
部
称
は
允
恭
朝
に
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
三
　
猪
膏
か
ら
み
た
盟
神
探
湯
前
章
に
述
べ
た
ご
と
く
、
允
恭
朝
に
設
定
さ
れ
た
宍
人
部
・
宍
人
造
と
刑
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯37
部
・
刑
部
造
の
本
源
・
元
本
と
な
っ
た
も
の
は
、
も
と
も
と
忍
坂
大
中
姫
に
仕
え
て
い
た
猪
養
集
団
と
そ
の
長
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
猪
の
肉
を
貢
進
し
て
食
膳
に
奉
仕
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
猪
膏
も
献
上
し
て
忍
坂
や
石
上
神
宮
の
武
器
庫
な
ど
大
和
政
権
の
武
器
庫
の
兵
侯
を
榮
く
職
務
に
も
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
用
い
た
猪
膏
は
盟
神
探
湯
で
も
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
猪
膏
は
火
傷
の
薬
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
盟
神
探
湯
に
は
火
傷
が
つ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
こ
こ
に
天
皇
、
天
の
下
の
氏
氏
名
名
の
人
ど
も
の
氏
姓
の
杵
ひ
過
て
る
を
　
　
愁
ひ
た
ま
ひ
て
、
味
白
椿
の
言
八
十
禍
津
日
の
前
に
、
玖
詞
盆
を
居
ゑ
て
、
　
　
天
の
下
の
八
十
友
の
緒
の
氏
姓
を
定
あ
た
ま
ひ
き
。
（
『
古
事
記
』
）
　
　
則
ち
味
橿
丘
の
辞
禍
戸
岬
に
、
探
湯
盆
を
坐
ゑ
て
、
諸
人
を
引
き
て
赴
か
　
　
し
め
て
曰
は
く
、
「
実
を
得
む
も
の
は
全
か
ら
む
。
偽
ら
ば
必
ず
害
れ
な
　
　
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
盟
神
探
湯
、
此
を
ば
区
詞
陀
智
と
云
う
。
或
い
は
泥
を
釜
　
　
に
納
れ
て
煮
沸
か
し
て
、
手
を
嬢
り
て
湯
の
泥
を
探
る
。
或
い
は
斧
を
火
の
色
に
焼
　
　
き
て
、
掌
に
置
く
。
是
に
、
諸
人
、
各
木
綿
手
綴
を
著
て
、
釜
に
赴
き
て
探
　
　
湯
す
。
則
ち
実
を
得
る
者
は
自
つ
か
ら
に
全
く
、
実
を
得
ざ
る
者
は
み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
傷
れ
ぬ
。
是
を
以
て
、
故
に
詐
る
者
は
、
愕
然
ぢ
て
、
予
め
退
き
て
進
む
　
　
こ
と
無
し
。
是
よ
り
後
、
氏
姓
自
つ
か
ら
定
ま
り
、
更
に
詐
る
人
無
し
。
　
　
（
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
四
年
九
月
条
）
　
こ
れ
よ
り
盟
神
探
湯
と
い
う
神
判
の
様
子
を
あ
る
程
度
推
察
で
き
る
も
の
の
、
「
実
を
得
る
者
は
自
つ
か
ら
に
全
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
で
は
誰
し
も
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
「
実
を
得
る
者
」
も
や
は
り
火
傷
を
負
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
盟
神
探
湯
に
お
け
る
正
邪
の
判
定
は
火
傷
を
負
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
決
め
る
の
で
は
な
く
て
、
火
傷
の
具
合
や
程
度
な
ど
を
も
と
に
し
て
決
定
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
室
町
時
代
に
行
な
わ
れ
た
湯
起
請
は
、
古
代
の
盟
神
探
湯
の
復
活
版
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
湯
起
請
で
も
火
傷
の
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
山
田
仁
史
氏
の
論
文
か
ら
引
用
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
被
判
者
は
こ
の
後
、
条
件
的
自
己
呪
誼
を
行
な
っ
て
か
ら
手
を
熱
湯
中
に
　
　
入
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
熱
湯
中
か
ら
石
を
探
り
出
す
と
い
う
方
法
が
広
く
　
　
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
（
『
看
聞
御
記
』
一
四
三
六
（
永
享
八
）
年
五
月
十
　
　
九
日
条
な
ど
）
。
次
に
火
傷
の
検
査
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
検
　
　
査
は
、
探
湯
の
後
三
日
間
く
ら
い
し
て
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
　
　
も
一
般
に
多
発
す
る
と
さ
れ
る
第
二
度
の
火
傷
で
は
、
火
傷
し
た
当
初
は
　
　
紅
斑
・
浮
腫
を
生
ず
る
だ
け
だ
が
、
二
十
四
時
間
以
内
に
水
泡
と
な
る
。
　
　
そ
し
て
火
傷
が
治
る
ま
で
に
は
二
週
間
な
い
し
そ
れ
以
上
か
か
り
、
場
合
　
　
に
よ
っ
て
は
癩
痕
が
残
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
火
傷
の
　
　
程
度
を
即
刻
判
定
す
る
の
は
難
し
い
。
か
と
言
っ
て
、
そ
の
後
二
週
間
も
　
　
放
っ
て
お
い
た
の
で
は
火
傷
の
痕
跡
が
消
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
神
　
　
判
に
お
い
て
一
般
に
三
日
程
度
の
「
火
傷
定
着
期
間
」
が
置
か
れ
る
の
は
　
　
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
期
間
、
被
判
者
た
ち
は
寺
社
な
ど
で
「
失
を
守
　
　
る
」
の
で
あ
る
。
　
湯
起
請
に
限
ら
ず
盟
神
探
湯
に
お
い
て
も
被
判
者
は
す
べ
て
火
傷
を
負
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
一
定
の
「
火
傷
定
着
期
間
」
の
後
に
火
傷
の
具
合
・
程
度
を
検
査
し
て
、
判
定
を
下
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
判
定
後
に
は
当
然
38
火
傷
の
治
療
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
治
療
に
猪
膏
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
火
傷
に
効
力
を
発
揮
す
る
猪
膏
は
、
盟
神
探
湯
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
丹
波
康
頼
が
階
・
唐
以
前
の
医
書
や
方
術
書
等
を
渉
猟
し
て
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
撰
進
し
た
『
医
心
方
』
に
は
、
猪
膏
の
用
途
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
盟
神
探
湯
と
の
関
連
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
は
、
火
傷
の
薬
と
し
て
の
用
途
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
に
見
え
る
猪
膏
を
用
い
た
火
傷
の
治
療
法
を
　
　
　
　
　
（
2
6
）
槙
佐
知
子
氏
の
訳
に
従
っ
て
列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
や
け
ど
が
す
で
に
で
き
も
の
と
な
っ
た
患
者
の
治
療
法
（
『
葛
氏
方
』
）
　
　
　
　
猪
膏
と
米
の
粉
を
練
り
合
わ
せ
、
一
日
に
五
、
六
回
、
塗
る
こ
と
。
　
　
湯
火
に
よ
る
や
け
ど
が
燗
れ
た
場
合
の
治
療
法
（
『
極
要
方
』
）
　
　
　
　
猪
膏
で
柳
白
皮
を
煎
じ
て
患
部
に
塗
る
こ
と
。
　
　
火
に
よ
る
や
け
ど
の
治
療
法
（
『
僧
深
方
』
）
　
　
　
　
猪
膏
で
柏
樹
皮
を
煮
て
、
こ
れ
を
患
部
に
塗
る
こ
と
。
　
　
火
に
よ
る
や
け
ど
の
治
療
法
（
『
千
金
方
』
）
　
　
　
　
た
ん
じ
ん
　
　
　
　
丹
参
を
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
羊
の
脂
で
煎
じ
て
患
部
に
塗
る
と
、
あ
　
　
　
ら
た
か
な
効
き
め
が
あ
る
。
（
い
ま
調
べ
て
み
る
と
「
羊
の
脂
が
な
い
　
　
　
場
合
に
は
猪
脂
を
用
い
よ
」
と
あ
る
。
）
　
　
　
　
死
ん
だ
鼠
一
匹
を
猪
膏
で
煎
じ
、
す
っ
か
り
溶
け
て
し
ま
っ
て
か
ら
　
　
　
患
部
に
塗
る
と
治
り
、
あ
と
が
全
く
残
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
　
　
火
に
よ
る
や
け
ど
で
燗
れ
た
瘡
を
治
し
て
、
そ
の
あ
と
に
毛
髪
を
生
や
し
　
　
伸
ば
す
処
方
（
『
書
婆
方
』
）
　
　
　
　
柏
樹
白
皮
を
用
意
し
て
粉
末
に
し
、
猪
脂
に
混
ぜ
て
塗
布
す
る
と
良
　
　
　
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
煎
じ
て
、
そ
の
煮
汁
で
患
部
を
洗
う
こ
と
。
　
　
火
に
よ
る
や
け
ど
の
瘡
や
灸
に
よ
る
瘡
の
治
療
法
（
『
副
繁
方
』
）
　
　
　
　
柏
樹
白
皮
五
両
、
甘
草
一
両
、
竹
葉
三
両
、
生
地
黄
五
両
。
四
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
の
す
べ
て
を
刻
ん
で
綿
に
包
み
、
苦
酒
五
合
に
ひ
た
し
て
一
晩
漬
け
て
　
　
　
お
く
。
こ
れ
を
猪
膏
一
升
で
煎
じ
て
竹
の
葉
が
黄
ば
ん
だ
ら
火
か
ら
お
　
　
　
ろ
し
、
津
を
除
い
て
患
部
に
塗
り
つ
け
る
こ
と
。
　
湯
起
請
に
よ
る
火
傷
の
治
癒
は
二
週
間
以
上
も
か
か
っ
た
か
ら
、
盟
神
探
湯
に
よ
る
火
傷
の
治
療
も
被
判
者
一
人
一
人
に
つ
き
相
当
な
量
の
猪
膏
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
氏
姓
を
め
ぐ
る
盟
神
探
湯
の
場
合
は
、
双
方
の
氏
族
の
代
表
が
一
対
一
で
正
邪
を
争
う
と
は
限
ら
ず
、
双
方
の
氏
族
の
構
成
員
の
大
多
数
が
集
団
的
に
盟
神
探
湯
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
　
回
の
盟
神
探
湯
で
何
十
人
・
何
百
人
と
い
う
火
傷
の
患
者
が
発
生
し
、
そ
の
治
療
に
は
膨
大
な
猪
膏
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
盟
神
探
湯
の
記
事
は
応
神
天
皇
九
年
条
と
継
体
天
皇
二
十
四
年
条
に
も
見
え
、
『
陪
書
』
倭
国
伝
に
は
甕
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
毒
蛇
に
噛
ま
れ
る
か
否
か
で
判
定
す
る
神
判
が
記
さ
れ
て
い
る
。
盟
神
探
湯
が
大
化
以
前
に
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
公
算
は
大
で
あ
る
が
、
允
恭
朝
に
盟
神
探
湯
を
実
施
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
明
徴
は
な
い
。
し
か
し
、
盟
神
探
湯
に
つ
き
も
の
の
火
傷
の
治
療
に
有
効
な
猪
膏
を
貢
進
し
た
刑
部
や
宍
人
部
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
允
恭
朝
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
允
恭
朝
に
氏
姓
に
関
す
る
盟
神
探
湯
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
猪
膏
を
進
上
し
た
猪
使
部
も
允
恭
朝
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
物
部
菟
代
宿
禰
所
有
の
猪
使
部
を
奪
っ
て
物
部
目
大
連
に
与
え
た
と
い
う
雄
略
天
皇
十
八
年
条
の
物
語
か
ら
推
定
で
き
る
。
し
か
も
火
傷
の
薬
の
猪
膏
を
貢
進
し
た
刑
部
造
と
猪
使
部
は
、
盟
神
探
湯
の
執
行
を
管
掌
し
た
物
部
連
の
配
下
で
あ
っ
た
。
刑
部
造
は
物
部
連
の
同
族
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯39
と
称
し
て
石
上
神
宮
の
武
器
庫
の
兵
器
を
猪
膏
で
螢
く
職
務
を
負
い
、
猪
使
部
も
物
部
菟
代
や
物
部
目
の
所
有
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
和
政
権
の
武
器
庫
を
掌
っ
た
物
部
氏
は
刑
部
造
・
猪
使
部
・
宍
人
部
の
貢
上
す
る
猪
膏
の
最
終
的
管
理
者
で
あ
っ
た
。
物
部
氏
の
管
理
す
る
猪
膏
は
火
傷
の
薬
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
物
部
氏
は
盟
神
探
湯
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
物
部
氏
は
、
氏
姓
に
関
す
る
訴
訟
を
世
襲
の
職
務
と
し
た
解
部
を
配
下
と
し
て
い
た
。
令
制
の
解
部
は
治
部
省
と
刑
部
省
に
配
属
さ
れ
て
い
る
が
、
利
光
三
津
夫
氏
に
よ
る
と
、
解
部
は
氏
姓
の
訴
訟
を
裁
判
す
る
特
殊
な
裁
判
官
で
、
独
立
し
た
解
部
局
を
構
成
す
る
品
官
で
あ
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
唐
制
に
は
な
く
、
大
化
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
我
国
固
有
の
制
度
で
あ
っ
て
、
二
例
し
か
な
い
解
部
の
実
例
の
刑
部
少
解
部
苅
間
連
・
中
解
部
韓
国
連
は
い
ず
れ
も
物
部
氏
の
同
族
と
称
し
、
彼
ら
は
物
部
連
の
も
と
で
氏
姓
の
裁
判
を
世
襲
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
し
た
負
名
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。
利
光
氏
の
見
解
を
さ
ら
に
敷
術
し
て
推
測
す
れ
ば
、
物
部
氏
は
刑
罰
・
警
察
・
軍
事
・
呪
術
を
職
務
と
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
解
部
を
配
下
と
し
て
氏
姓
に
関
す
る
裁
判
・
刑
罰
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
盟
神
探
湯
の
執
行
者
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
物
部
氏
が
盟
神
探
湯
の
執
行
者
と
な
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
刑
部
造
・
猪
使
部
や
宍
人
造
な
ど
を
率
い
て
猪
膏
で
大
和
政
権
の
武
器
庫
の
武
器
を
螢
く
職
務
を
統
括
す
る
猪
膏
の
最
終
的
管
理
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、
猪
膏
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
盟
神
探
湯
の
執
行
を
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
盟
神
探
湯
に
よ
っ
て
生
ず
る
火
傷
の
治
療
薬
と
し
て
の
猪
膏
を
大
量
に
確
保
・
供
給
す
る
こ
と
も
物
部
氏
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
盟
神
探
湯
の
管
掌
者
と
な
る
こ
と
は
物
部
氏
の
権
勢
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
反
面
被
判
者
に
極
度
の
恐
怖
感
を
抱
か
せ
る
拷
問
に
も
似
た
盟
神
探
湯
を
執
行
す
る
こ
と
は
、
諸
氏
族
の
反
感
と
憎
悪
を
買
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
利
益
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、
允
恭
天
皇
と
物
部
氏
は
火
傷
の
薬
の
猪
膏
を
供
給
し
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
と
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
允
恭
朝
に
猪
養
を
元
本
に
し
て
刑
部
や
宍
人
部
を
設
定
し
た
理
由
は
、
食
膳
奉
仕
の
た
め
で
あ
り
、
武
器
庫
の
兵
侯
を
螢
く
猪
膏
を
供
給
す
る
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
氏
姓
の
裁
判
の
盟
神
探
湯
で
生
ず
る
多
数
の
火
傷
患
者
の
薬
に
用
い
る
猪
膏
を
常
に
王
権
が
確
保
し
て
お
く
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
　
物
部
氏
は
す
で
に
允
恭
朝
か
ら
盟
神
探
湯
の
執
行
を
管
掌
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
忍
坂
の
武
器
庫
の
存
在
か
ら
推
定
で
き
る
。
前
章
に
掲
示
し
た
垂
仁
天
皇
三
十
九
年
条
の
「
一
に
云
は
く
」
よ
る
と
、
石
上
神
宮
に
武
器
庫
が
移
さ
れ
る
以
前
は
「
忍
坂
邑
」
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、
忍
坂
大
中
姫
が
忍
坂
宮
を
営
ん
で
い
た
允
恭
朝
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
忍
坂
の
武
器
庫
の
あ
る
十
市
郡
に
も
物
部
氏
は
居
住
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
物
部
十
千
根
大
連
の
名
前
や
物
部
氏
配
下
の
十
市
部
（
安
閑
天
皇
元
年
条
）
か
ら
推
測
可
能
で
あ
る
。
物
部
連
は
允
恭
朝
に
設
置
さ
れ
た
刑
部
・
宍
人
部
を
指
揮
し
て
忍
坂
の
武
器
庫
を
管
理
し
、
そ
の
膨
大
な
武
器
・
武
具
を
猪
膏
で
も
っ
て
榮
い
て
い
た
。
従
っ
て
、
物
部
氏
は
允
恭
朝
に
は
猪
膏
の
総
管
理
者
と
な
っ
て
お
り
、
火
傷
の
薬
の
猪
膏
を
常
時
供
給
で
き
る
能
力
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
允
恭
朝
の
物
部
連
に
は
、
盟
神
探
湯
の
執
行
貴
任
者
と
な
れ
る
前
提
・
条
件
は
揃
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
允
恭
朝
に
盟
神
探
湯
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
坂
合
部
の
設
定
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
」
摂
津
国
皇
別
に
「
坂
合
部
。
同
（
阿
倍
朝
臣
の
こ
と
）
大
彦
命
の
後
な
り
。
允
恭
天
皇
の
御
世
。
国
境
の
標
を
造
立
す
。
因
り
て
姓
を
坂
合
部
連
と
賜
ふ
」
と
あ
る
坂
合
部
は
、
允
恭
天
皇
の
子
息
坂
合
黒
彦
皇
子
の
名
代
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
名
代
の
な
か
に
は
特
定
の
職
務
を
持
つ
も
の
も
あ
る
の
で
、
坂
合
部
も
「
国
境
の
標
を
造
立
す
」
と
40
い
う
よ
う
な
境
界
の
確
定
に
従
事
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
ク
ニ
の
境
に
限
ら
ず
、
境
界
と
い
う
も
の
は
古
今
を
問
わ
ず
最
も
紛
争
の
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
後
世
の
湯
起
請
の
適
用
さ
れ
た
諸
事
件
に
お
い
て
も
、
民
事
事
件
（
所
務
沙
汰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
お
よ
び
雑
務
沙
汰
）
は
「
境
相
論
が
圧
倒
的
に
多
」
く
、
鉄
火
（
熱
鉄
神
判
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
で
も
「
境
相
論
に
関
す
る
事
例
が
や
は
り
多
い
」
と
い
う
。
大
化
以
前
に
も
境
界
紛
争
は
頻
々
と
起
き
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
際
に
盟
神
探
湯
が
坂
合
部
連
に
よ
っ
て
執
り
行
な
わ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
川
氏
は
、
盟
神
探
湯
の
行
わ
れ
た
味
橿
丘
に
も
拠
点
を
有
し
て
い
た
蘇
我
氏
も
あ
る
時
期
に
盟
神
探
湯
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
関
与
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
蘇
我
氏
の
一
族
に
境
部
臣
の
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
前
川
氏
の
見
解
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
お
わ
り
に
　
我
国
に
お
け
る
氏
姓
の
成
立
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
『
宋
書
』
と
『
南
斉
書
』
の
百
済
国
伝
は
従
来
ま
っ
た
く
顧
慮
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ヂ
の
名
の
成
立
の
考
察
に
と
っ
て
、
両
書
の
百
済
国
伝
は
利
用
価
値
の
あ
る
有
益
な
史
料
で
あ
る
。
　
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
の
百
済
国
伝
に
は
、
百
済
王
が
仮
授
し
た
官
爵
の
除
正
を
求
め
る
配
下
の
姓
が
中
国
の
姓
に
似
せ
て
漢
字
一
字
で
も
っ
て
す
べ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
除
正
を
要
請
す
る
理
由
も
一
人
一
人
に
つ
い
て
克
明
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
類
推
す
る
と
、
倭
王
の
珍
が
配
下
の
倭
階
ら
十
三
人
に
将
軍
号
を
仮
授
し
、
済
が
配
下
二
十
三
人
に
将
軍
号
と
郡
太
守
号
を
仮
授
し
て
、
そ
の
除
正
を
宋
に
要
請
し
た
と
き
に
も
、
配
下
の
ウ
ジ
の
名
を
中
国
の
姓
に
似
せ
て
漢
字
一
字
で
記
載
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
ま
た
、
除
正
を
求
め
る
理
由
も
全
員
も
れ
な
く
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
作
業
を
担
当
し
た
の
は
中
国
人
府
官
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
　
四
七
八
年
の
武
の
上
表
文
の
末
尾
に
も
「
其
の
余
も
威
仮
授
し
て
、
以
て
忠
節
を
勧
め
し
め
ん
」
と
読
め
る
句
が
あ
り
、
こ
れ
は
武
が
配
下
（
「
其
の
余
」
）
に
官
爵
を
仮
授
し
て
そ
の
除
正
を
求
め
て
い
る
、
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
武
の
上
表
文
な
い
し
は
附
属
の
別
紙
に
も
配
下
の
姓
が
漢
字
一
字
で
列
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
三
八
年
か
ら
四
五
一
年
・
四
七
八
年
ま
で
四
十
年
間
に
三
度
も
、
ま
た
珍
・
済
・
武
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
中
国
の
姓
に
似
せ
て
一
字
で
表
記
し
た
ウ
ヂ
の
名
が
倭
王
の
上
表
文
に
繰
返
し
記
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
当
時
ウ
ヂ
の
名
が
成
立
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
事
実
が
存
在
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
倭
王
の
上
表
文
に
一
字
で
記
載
さ
れ
た
ウ
ヂ
の
名
は
、
大
和
政
権
を
構
成
す
る
中
央
・
地
方
の
大
豪
族
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
臣
・
連
・
君
の
カ
バ
ネ
も
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
宋
書
』
『
南
斉
書
』
百
済
国
伝
か
ら
類
推
で
き
る
の
は
、
一
部
の
大
豪
族
の
ウ
ヂ
の
名
に
と
ど
ま
り
、
中
小
豪
族
の
氏
姓
に
つ
い
て
は
推
測
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
允
恭
朝
に
設
定
さ
れ
た
宍
人
部
や
名
代
の
刑
部
・
河
部
・
藤
原
部
・
軽
部
の
設
置
事
情
・
性
格
・
名
義
等
を
逐
一
検
討
し
て
み
る
と
、
刑
部
と
い
う
部
称
や
宍
人
造
・
刑
部
造
・
河
部
造
・
藤
原
部
造
・
軽
部
造
と
い
う
造
姓
の
中
小
豪
族
の
氏
姓
も
允
恭
朝
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
允
恭
朝
は
諸
王
族
の
家
政
機
関
の
な
か
に
埋
没
・
隷
属
し
て
い
た
中
小
豪
族
を
名
代
の
伴
造
に
編
成
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
の
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
允
恭
天
皇
が
盟
神
探
湯
に
よ
っ
て
氏
姓
の
混
乱
を
正
し
た
と
い
う
伝
承
は
、
実
は
こ
の
頃
に
氏
姓
が
か
な
り
な
程
度
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
盟
神
探
湯
に
火
傷
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
火
傷
の
治
療
と
治
療
薬
に
宋書南斉書・名代・猪膏から見た氏姓成立と盟神探湯41
つ
い
て
関
心
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
允
恭
朝
に
は
盟
神
探
湯
に
よ
る
火
傷
の
治
療
薬
の
猪
膏
を
貢
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
た
忍
坂
の
武
器
庫
の
兵
侯
を
螢
く
の
に
必
要
な
猪
膏
や
食
膳
奉
仕
の
猪
肉
を
貢
進
さ
せ
る
た
め
に
、
猪
養
を
元
本
に
し
て
刑
部
・
宍
人
部
お
よ
び
猪
使
部
が
設
定
さ
れ
た
。
刑
部
造
・
猪
使
部
と
猪
膏
の
総
管
理
者
で
あ
っ
た
物
部
連
は
、
彼
ら
と
宍
人
造
を
指
揮
し
て
忍
坂
の
武
器
庫
の
武
器
を
猪
膏
で
螢
か
せ
た
ほ
か
、
允
恭
天
皇
の
命
で
盟
神
探
湯
を
執
行
し
て
は
火
傷
治
療
薬
の
猪
膏
を
供
給
し
て
盟
神
探
湯
の
与
え
る
残
酷
性
を
緩
和
し
、
も
っ
て
盟
神
探
湯
の
執
行
つ
ま
り
氏
姓
の
形
成
を
円
滑
な
ら
し
め
る
重
要
な
働
き
を
し
た
。
　
要
す
る
に
、
前
川
氏
・
黛
氏
が
論
証
さ
れ
た
ご
と
く
、
盟
神
探
湯
伝
承
は
事
実
無
根
の
虚
構
で
は
な
く
し
て
、
五
世
紀
中
葉
の
允
恭
朝
に
お
け
る
氏
姓
の
形
成
・
成
立
と
い
う
史
実
に
裏
付
け
ら
れ
た
伝
承
で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
小
稿
は
、
黛
弘
道
先
生
の
御
退
職
を
記
念
す
る
特
別
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御
高
説
に
蛇
足
を
加
え
る
だ
け
の
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
で
に
紙
数
も
尽
き
た
の
で
、
欄
筆
し
て
広
く
御
叱
正
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。
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